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今
、
我
々
は
『
風
の
時
代
』
の
中
に
い
ま
す
。
大
変
革
の

中
に
い
て
想
像
を
絶
す
る
色
々
な
こ
と
が
起
き
て
い
ま
す
。

ネ
ッ
ト
社
会
に
お
い
て
自
由
に
情
報
が
飛
び
交
う
中
そ
の
変

化
は
急
速
で
価
値
観
が
定
ま
ら
な
い
ま
ま
、
コ
ロ
ナ
対
策
の

影
響
も
あ
り
生
活
様
式
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

３
年
前
に
「
『
地
の
時
代
』
か
ら
『
風
の
時
代
』
へ
」
と

題
し
、
こ
の
コ
ラ
ム
に
書
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か

ら
何
が
起
き
て
い
る
か
を
回
顧
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

『
地
の
時
代
』
が
始
ま
っ
た
の
は
産
業
革
命
の
頃
で
、
地

球
全
体
で
「
産
業
、
労
働
、
経
済
」
を
中
心
と
し
た
基
盤
作

り
を
し
て
き
ま
し
た
。
貧
富
の
差
が
明
ら
か
に
な
っ
て
、
お

金
持
ち
ほ
ど
偉
い
と
い
う
価
値
観
の
社
会
を
、
地
の
時
代
で

は
生
み
出
し
ま
し
た
。
世
界
的
な
新
し
い
風
が
吹
き
始
め
て

い
る
中
、
日
本
だ
け
が
新
し
い
風
を
吹
く
こ
と
を
避
け
て
き

ま
し
た
。
経
済
的
、
科
学
技
術
的
に
も
成
長
す
る
こ
と
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
、
30
年
以
上
も
経
済
成
長
を
す
る
こ
と
が
で

き
ず
に
孤
立
を
し
て
き
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
日
本
も
コ
ロ
ナ
禍
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
オ
ン
ラ
イ

ン
の
急
速
な
普
及
が
起
き
ま
し
た
。
生
活
様
式
も
変
わ
り
ま

し
た
。
在
宅
勤
務
が
日
常
化
し
、
多
様
な
働
き
方
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
通
勤
地
獄
も
緩
和
さ
れ
、
オ
フ
ィ
ス

か
ら
人
が
い
な
く
な
り
ま
し
た
。
新
し
い
変
化
を
見
る
よ
う

に
な
る
と
風
の
時
代
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

風
の
時
代
に
な
っ
た
と
は
言
え
、
長
く
続
い
た
地
の
時
代

の
名
残
は
ま
だ
し
ば
ら
く
残
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
20
年
程
は

地
の
時
代
と
新
し
い
流
れ
が
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
、
様
々

な
価
値
観
が
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。

い
ま
始
ま
っ
て
い
る
『
風
の
時
代
』
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

資
本
主
義
・
経
済
活
動
の
基
盤
作
り
の
時
代
か
ら
個
々
の
権

利
や
自
由
を
開
放
す
る
時
代
へ
と
変
わ
り
ま
す
。
「
個
人
、

個
々
の
自
由
と
権
利
、
平
等
性
」
が
さ
け
ば
れ
、
ネ
ッ
ト
社

会
に
お
い
て
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
る
中
で
、

い
か
に
人
と
の
関
わ
り
合
い
を
作
り
上
げ
る
か
が
重
要
な
時

代
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
時
代
は
一
人
一
人
が
主
役
で
す
。
自
分
の
力
で
考

え
て
、
そ
れ
を
行
動
し
て
い
く
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
こ
と
で

パ
ワ
ー
が
増
し
、
幸
せ
が
舞
い
込
ん
で
き
ま
す
。
同
じ
価
値

観
を
持
つ
仲
間
を
増
や
し
、
新
し
い
風
の
時
代
の
到
来
を
意

識
し
て
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
心
で
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
新
た
な

価
値
観
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

財
団
は
、
新
し
い
風
に
乗
っ
て
、
新
し
い
時
代
を
つ
く
れ

る
経
営
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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少少
人人
数数
、、
短短
期期
間間
でで
経経
営営
をを
理理
解解
すす
るる

西
河
技
術
経
営
塾
は
学
習
（
講
義
）

と
演
習
（
発
表
）
で
構
成
（
図
１
）
さ

れ
て
い
る
。
講
義
を
受
講
し
て
学
習
す

る
。
学
び
の
検
証
と
し
て
、
受
講
生
の

会
社
の
経
営
に
適
用
し
て
、
演
習
の
時

間
に
発
表
す
る
。
学
習
（
講
義
）
と
演

習
（
発
表
）
を
何
度
も
繰
り
返
す
。

講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
社
に
戻
っ

た
ら
実
践
す
る
。
次
の
週
の
演
習
で
は

演
習
課
題
を
宿
題
と
し
て
報
告
書
に
ま

と
め
て
発
表
す
る
。
段
階
を
踏
ん
で
、

塾
生
の
会
社
の
個
別
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

実実
学学
をを
学学
びび
文文
章章
化化
（（
形形
式式
知知
化化
））

修
了
時
に
成
果
を
研
究
報
告
書
に
整

理
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
れ
は
当
塾

の
特
長
で
も
あ
る
。

講
義
で
学
ん
だ
知
見
を
受
講
生
が
取

り
組
む
実
際
の
経
営
に
置
き
替
え
て
、

が
付
く
瞬
間
が
あ
る
。

そ
の
学
び
を
素
直
に
受
け
入
れ
る
受

講
生
ほ
ど
、
受
講
生
の
会
社
の
「
改
善

が
演
習
の
学
び
と
共
に
迅
速
に
進
む
」

こ
と
が
実
証
さ
れ
て
い
る
。

11
期
生
の
抱
負
、
塾
へ
の
期
待

塾
生
に
寄
り
添
い
、
個
別
指
導

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
代代
々々
木木
校校
1111
期期
はは
2233
年年
９９
月月
66
日日
にに
開開
塾塾
しし
、、
３３
名名
のの
塾塾
生生
がが

入入
塾塾
しし
たた
。。
西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
でで
はは
、、
経経
営営
をを
管管
理理
すす
るる
たた
めめ
のの
数数
値値
管管
理理
のの
重重
要要

性性
やや
ブブ
ララ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
のの
重重
要要
性性
なな
どど
をを
塾塾
生生
にに
教教
ええ
るる
。。
演演
習習
はは
、、
塾塾
生生
のの
個個
別別

性性
をを
理理
解解
しし
、、
塾塾
生生
にに
寄寄
りり
添添
いい
、、
塾塾
生生
のの
個個
別別
課課
題題
のの
解解
決決
をを
支支
援援
すす
るる
。。

文
章
化
し
て
報
告
す
る
。

こ
の
学
び
は
、
実
際
に
受
講
生
が
現

状
取
り
組
ん
で
い
る
「
経
営
に
対
す
る

具
体
的
な
解
決
手
法
を
示
唆
す
る
」
こ

と
が
で
き
る
の
で
、
実
学
を
学
ん
で
い

る
と
言
え
る
。

塾塾
生生
がが
自自
らら
のの
会会
社社
をを
改改
革革
すす
るる

良
く
す
る
に
は
、
現
状
を
否
定
し
て

変
え
る
と
こ
ろ
を
見
つ
け
る
こ
と
だ
。

な
か
な
か
現
状
の
や
り
方
を
変
え
よ
う

と
は
し
な
い
。
経
験
が
な
い
こ
と
に
取

り
組
む
こ
と
は
リ
ス
ク
を
伴
う
た
め
や

ろ
う
と
は
し
な
い
。

可
能
な
範
囲
で
変
え
る
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
指
導
す
る
。

具
体
的
な
課
題
に
し
て
、
改
善
、
改

革
に
取
り
組
み
、
受
講
生
が
自
ら
の
会

社
を
新
し
い
会
社
に
改
革
で
き
る
。

事事
業業
承承
継継
をを
担担
うう
若若
手手
経経
営営
者者
のの
育育
成成

西
河
技
術
経
営
塾
の
入
塾
す
る
塾
生

は
、
主
に
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
そ
の
対
象
者
は
（
1
）

28
歳
～
50
歳
ま
で
の
経
営
者
及
び
経
営

幹
部
候
補
生
、
（
２
）
経
営
を
学
び
た

い
と
い
う
強
い
意
思
を
持
つ
、
（
３
）

利
他
の
心
を
持
つ
。

ど
う
い
う
経
営
者
に
育
て
る
の
か
と

い
う
質
問
に
対
し
て
は
（
１
）
誠
実
な

顧
客
対
応
、
社
員
対
応
が
で
き
る
経
営

人
財
。
（
２
）
し
っ
か
り
と
し
た
経
営

理
念
を
持
つ
経
営
者
。
（
３
）
未
来
を

描
け
る
経
営
セ
ン
ス
と
企
画
力
と
実
行

力
。
（
４
）
金
銭
的
な
数
値
で
経
営
を

管
理
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
。
（
５
）

ブ
ラ
ン
ド
構
築
能
力
。
（
６
）
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
身
に
着
け
、
組
織
を
リ
ー

ド
す
る
。
（
７
）
横
串
を
刺
し
た
経
営

知
見
を
身
に
つ
け
る
。
以
上
の
７
点
に

整
理
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

学学
びび
をを
素素
直直
にに
受受
けけ
入入
れれ
るる
塾塾
生生

演
習
で
の
個
別
課
題
に
取
り
組
む
と

き
、
今
ま
で
の
経
営
手
法
の
誤
り
に
気

持続的な成長を担う経営者の育成

図１ 塾は学習と演習で構成
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ママ
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経
営
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を
行
う
た
め
に
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河
経
営

塾
に
入
塾
し
ま
し
た
。
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ほ
ど
前
に

売
買
仲
介
専
門
の
不
動
産
会
社
を
作
り

ま
し
た
。
理
想
を
追
い
、
必
ず
上
手
く

い
く
と
思
い
作
っ
た
会
社
も
試
行
錯
誤

し
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
流
で
は
、
上

手
く
い
き
ま
せ
ん
。

一
番
に
上
手
く
い
か
な
い
と
い
う
部

分
は
、
勤
め
時
代
の
営
業
マ
ン
と
変
わ

ら
な
い
自
分
が
い
た
事
で
す
。
な
ぜ
か

と
い
う
と
、
い
つ
も
お
金
の
不
安
に
悩

ま
さ
れ
、
毎
月
に
か
か
る
固
定
費
等
、

ま
た
売
り
上
げ
を
増
や
す
に
は
ど
う
す

る
か
を
深
く
考
え
て
い
ま
す
が
、
道
は

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

売
上
に
は
従
業
員
が
必
要
と
思
い
、

２
年
目
に
従
業
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を
３
名
ほ
ど
雇
う
も

社
内
の
統
制
も
で
き
ず
に
バ
ラ
バ
ラ
状

態
と
い
う
苦
し
い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
従
業
員
は
辞
め
、
新
た
に
１
人

増
や
し
、
今
は
そ
の
従
業
員
を
育
て
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
目
標
は
売
上
３

倍
で
す
。

講
義
を
受
け
、
現
段
階
で
印
象
に
残

っ
て
い
る
部
分
は
、
技
術
経
営
の
人
、

物
、
金
、
情
報
、
時
間
で
す
。
私
自
身

の
テ
ー
マ
は
顧
客
目
線
に
立
っ
て
考
え

る
と
い
う
事
を
テ
ー
マ
と
し
て
行
動
し

て
い
ま
す
。
自
分
の
考
え
を
捨
て
、
新

し
い
考
え
を
入
れ
る
事
、
周
り
の
先
生

や
塾
生
か
ら
も
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
自

左から塾生の石原、金子、若野、塾長の西河洋一理事長
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少少
人人
数数
、、
短短
期期
間間
でで
経経
営営
をを
理理
解解
すす
るる

西
河
技
術
経
営
塾
は
学
習
（
講
義
）

と
演
習
（
発
表
）
で
構
成
（
図
１
）
さ

れ
て
い
る
。
講
義
を
受
講
し
て
学
習
す

る
。
学
び
の
検
証
と
し
て
、
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講
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の

会
社
の
経
営
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適
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し
て
、
演
習
の
時

間
に
発
表
す
る
。
学
習
（
講
義
）
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演

習
（
発
表
）
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繰
り
返
す
。

講
義
で
学
ん
だ
こ
と
を
自
社
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戻
っ

た
ら
実
践
す
る
。
次
の
週
の
演
習
で
は

演
習
課
題
を
宿
題
と
し
て
報
告
書
に
ま

と
め
て
発
表
す
る
。
段
階
を
踏
ん
で
、

塾
生
の
会
社
の
個
別
課
題
を
解
決
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

実実
学学
をを
学学
びび
文文
章章
化化
（（
形形
式式
知知
化化
））

修
了
時
に
成
果
を
研
究
報
告
書
に
整

理
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
そ
れ
は
当
塾

の
特
長
で
も
あ
る
。

講
義
で
学
ん
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知
見
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受
講
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取

り
組
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際
の
経
営
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が
付
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瞬
間
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あ
る
。
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入
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受

講
生
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受
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改
善

が
演
習
の
学
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と
共
に
迅
速
に
進
む
」

こ
と
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い
る
。

11
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期
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塾
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寄
り
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個
別
指
導

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
代代
々々
木木
校校
1111
期期
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2233
年年
９９
月月
66
日日
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開開
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、、
３３
名名
のの
塾塾
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管管
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すす
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たた
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のの
数数
値値
管管
理理
のの
重重
要要

性性
やや
ブブ
ララ
ンン
デデ
ィィ
ンン
ググ
のの
重重
要要
性性
なな
どど
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生生
にに
教教
ええ
るる
。。
演演
習習
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個個
別別
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塾塾
生生
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個個
別別
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文
章
化
し
て
報
告
す
る
。
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改改
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す
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し
て
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。
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か
な
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う
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い
。
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む
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は
リ
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た
め
や

ろ
う
と
は
し
な
い
。
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囲
で
変
え
る
こ
と
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重
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指
導
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る
。

具
体
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な
課
題
に
し
て
、
改
善
、
改

革
に
取
り
組
み
、
受
講
生
が
自
ら
の
会

社
を
新
し
い
会
社
に
改
革
で
き
る
。

事事
業業
承承
継継
をを
担担
うう
若若
手手
経経
営営
者者
のの
育育
成成

西
河
技
術
経
営
塾
の
入
塾
す
る
塾
生

は
、
主
に
中
小
企
業
の
経
営
者
で
あ
る

と
し
て
い
る
。
そ
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対
象
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（
1
）

28
歳
～
50
歳
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営
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経
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、
（
２
）
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３
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。
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て
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応
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き
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経
営
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財
。
（
２
）
し
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か
り
と
し
た
経
営

理
念
を
持
つ
経
営
者
。
（
３
）
未
来
を

描
け
る
経
営
セ
ン
ス
と
企
画
力
と
実
行

力
。
（
４
）
金
銭
的
な
数
値
で
経
営
を

管
理
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
。
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５
）

ブ
ラ
ン
ド
構
築
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力
。
（
６
）
リ
ー
ダ

ー
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に
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け
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組
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を
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ー
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す
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。
（
７
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を
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た
経
営

知
見
を
身
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る
。
以
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に
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る
。
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と
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、
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の
経
営
手
法
の
誤
り
に
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。
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目
に
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の
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も
で
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ず
に
バ
ラ
バ
ラ
状

態
と
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う
苦
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い
時
も
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
従
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は
辞
め
、
新
た
に
１
人

増
や
し
、
今
は
そ
の
従
業
員
を
育
て
よ

う
と
思
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て
い
ま
す
。
目
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は
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上
３

倍
で
す
。
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受
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、
現
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で
印
象
に
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て
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る
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分
は
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の
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に
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と
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を
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ま
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の
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、
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西河技術経営塾

金金
子子

優優
太太

会会
社社
発発
展展
とと
自自
己己
成成
長長
にに
努努
めめ
るる

Ｄ
Ｓ
Ｐ
㈱
に
入
社
し
て
11
月
で
18
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
19
歳

の
社
会
人
経
験
も
な
い
私
は
、
入
社
し

て
営
業
職
と
し
て
大
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
商
材
の
販
売
促
進
業
務
に
従
事
し
ま

し
た
。
入
社
当
時
は
、
ま
だ
社
員
数
名

の
会
社
で
、
販
売
促
進
業
務
を
行
い
な

が
ら
新
人
教
育
、
面
接
な
ど
を
行
い
、

事
業
規
模
の
拡
大
に
努
め
て
来
ま
し
た
。

社
員
数
が
80
名
程
に
な
っ
た
頃
よ
り
、

現
場
指
導
か
ら
面
接
な
ど
の
仕
事
を
主

と
し
て
携
わ
り
、
事
業
の
規
模
拡
大
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
社
員
数
は

千
名
を
超
え
、
売
上
も
昨
年
度
末
47
億

円
ま
で
成
長
は
し
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
今
ま
で
経
営
に
関
す

る
勉
強
を
学
ん
だ
事
が
な
く
、
勢
い
と

感
覚
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
が
現
状

分
を
俯
瞰
し
て
見
る
よ
う
に
し
ま
す
。

西
河
経
営
塾
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
一

週
間
で
実
行
し
、
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。
１
週
間
ご
と

の
宿
題
を
こ
な
し
て
い
く
事
で
確
実
に

成
長
し
て
い
る
事
を
感
じ
ま
す
。

若若
野野

貴貴
信信

未未
来来
をを
見見
据据
ええ
たた
戦戦
略略
的的
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

現
在
経
営
に
携
わ
っ
て
は
い
ま
す
が

今
後
経
営
ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
経
営
を
体
系
的
に
学
ぶ

機
会
を
探
し
て
い
た
際
に
本
塾
を
紹
介

い
た
だ
き
、
入
塾
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

弊
社
は
こ
れ
ま
で
、
場
当
た
り
的
な

経
営
を
続
け
て
お
り
、
こ
こ
数
年
で
数

値
的
な
計
画
に
基
づ
い
た
会
社
運
営
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
判
断
の
拠

り
所
と
な
る
経
営
的
な
知
識
が
皆
無
で

あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま

し
た
。
技
術
経
営
を
学
び
・
実
務
の
中

で
演
習
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
も
の
と

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
経
営
を
行
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
長
期
計
画
は
立

て
る
も
の
の
、
様
々
な
問
題
（
仕
事
量

や
設
備
ト
ラ
ブ
ル
・
人
員
不
足
・
原
材

料
電
力
費
高
騰
等
）
が
発
生
す
る
中
で

毎
年
結
局
ど
う
や
っ
て
今
期
を
黒
字
で

着
地
さ
せ
る
か
、
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
日
々
変
化
す

る
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
実
践
し
て
い
く
か
を
学

び
、
実
際
に
中
長
期
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
経
営
に
取

り
組
ん
で
、
売
上
・
利
益
率
を
向
上
さ

せ
、
会
社
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

礎
を
築
け
る
よ
う
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ウイングスインターナショナル

で
す
。

現
状
、
売
上
に
対
し
て
利
益
率
が
低

い
事
が
大
き
な
課
題
で
す
。
西
河
技
術

経
営
塾
で
、
一
か
ら
技
術
経
営
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
成
長
戦
略
、
組
織
戦
略
、

企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
財
務
管
理
な

ど
を
学
び
、
技
術
経
営
の
観
点
か
ら
自

社
、
自
身
の
弱
点
と
強
み
を
理
解
し
て

学
び
成
長
、
発
展
で
き
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「「一一人人ひひととりりがが

光光りり輝輝くく事事業業ででああるるこことと」」

従業員が成長し続け、主人公になれる
ビジネスを軸に、事業展開しています。

ＤＳＰ株式会社 取締役 金子優太
https://www.dsp-net.co.jp TEL：03-6268-8309

会会社社紹紹介介とと事事業業ココンンセセププトト

当社は人材派遣事業を主軸に全国の営業、コールセンター、
販売、介護業界において企業様の人材課題に対して自社社員
1000名のプロフェッショナル人材の派遣をおこない、人材の
課題解決をおこなっております。お客様のニーズにお応えす
るビジネスを常に追求し続けています。

ＤＤＳＳＰＰ㈱㈱取取締締役役 金金子子優優太太

株式会社若野鋳造所 取締役 若野貴信

https://www.wakano-fdy.co.jp TEL:0766-24-2624

鋳鋳造造でで110000年年、、
複複雑雑形形状状のの大大物物鋳鋳鉄鉄

悠悠久久のの技技能能とと最最新新のの鋳鋳造造解解析析技技術術のの融融合合
弊社は、天保年間の鋳物師を祖とした明治10年創業の鋳鉄

鋳物製造企業です。複雑形状の大物鋳鉄を得意とし、工作
機械・半導体製造装置を初め、建設機械・船舶・測定機
器・鉄道・公共事業など様々な分野へ継続的に鋳物を提供
しています。他社に先駆けて鋳造解析を導入してノウハウ
を蓄積しており、鋳造課題の見える化・鋳造法案の最適化
によって高品質・高難度の鋳物製造を実現しています。

㈱㈱若若野野鋳鋳造造所所取取締締役役 若若野野貴貴信信

㈱㈱アアーーキキ不不動動産産代代表表取取締締役役
石石原原 秀秀昭昭

会会社社紹紹介介とと事事業業ココンンセセププトト
立川という東京でもちょっと田舎をテーマに誰でも買える

マイホームの不動産売買仲介をしています。
賃料とさほど変わらない支払いで家を持つ。この価格安い
けど、大丈夫？と不安に思っている点も解消します。
本当に満足できる家を提供いたします。
地域に愛される不動産会社を創造していきます。

株式会社アーキ不動産 代表取締役 石原秀昭

https://www.sumai-tachikawa.jp   TEL:042-595-7394

住住ままいいのの満満足足をを提提供供ししまますす

1111期期生生((22002233..99..0066～～22002244..44..0033))
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西西河河技技術術経経営営塾塾（（代代々々木木校校））
西河技術経営塾

金金
子子

優優
太太

会会
社社
発発
展展
とと
自自
己己
成成
長長
にに
努努
めめ
るる

Ｄ
Ｓ
Ｐ
㈱
に
入
社
し
て
11
月
で
18
年

を
迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
19
歳

の
社
会
人
経
験
も
な
い
私
は
、
入
社
し

て
営
業
職
と
し
て
大
手
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
商
材
の
販
売
促
進
業
務
に
従
事
し
ま

し
た
。
入
社
当
時
は
、
ま
だ
社
員
数
名

の
会
社
で
、
販
売
促
進
業
務
を
行
い
な

が
ら
新
人
教
育
、
面
接
な
ど
を
行
い
、

事
業
規
模
の
拡
大
に
努
め
て
来
ま
し
た
。

社
員
数
が
80
名
程
に
な
っ
た
頃
よ
り
、

現
場
指
導
か
ら
面
接
な
ど
の
仕
事
を
主

と
し
て
携
わ
り
、
事
業
の
規
模
拡
大
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
社
員
数
は

千
名
を
超
え
、
売
上
も
昨
年
度
末
47
億

円
ま
で
成
長
は
し
ま
し
た
。

し
か
し
私
は
、
今
ま
で
経
営
に
関
す

る
勉
強
を
学
ん
だ
事
が
な
く
、
勢
い
と

感
覚
で
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
が
現
状

分
を
俯
瞰
し
て
見
る
よ
う
に
し
ま
す
。

西
河
経
営
塾
は
、
学
ん
だ
こ
と
を
一

週
間
で
実
行
し
、
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
も
ら
え
る
こ
と
で
す
。
１
週
間
ご
と

の
宿
題
を
こ
な
し
て
い
く
事
で
確
実
に

成
長
し
て
い
る
事
を
感
じ
ま
す
。

若若
野野

貴貴
信信

未未
来来
をを
見見
据据
ええ
たた
戦戦
略略
的的
経経
営営
をを
学学
ぶぶ

現
在
経
営
に
携
わ
っ
て
は
い
ま
す
が

今
後
経
営
ト
ッ
プ
に
な
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
中
で
、
経
営
を
体
系
的
に
学
ぶ

機
会
を
探
し
て
い
た
際
に
本
塾
を
紹
介

い
た
だ
き
、
入
塾
す
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。

弊
社
は
こ
れ
ま
で
、
場
当
た
り
的
な

経
営
を
続
け
て
お
り
、
こ
こ
数
年
で
数

値
的
な
計
画
に
基
づ
い
た
会
社
運
営
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
判
断
の
拠

り
所
と
な
る
経
営
的
な
知
識
が
皆
無
で

あ
る
こ
と
を
問
題
と
し
て
捉
え
て
い
ま

し
た
。
技
術
経
営
を
学
び
・
実
務
の
中

で
演
習
す
る
こ
と
で
、
自
分
の
も
の
と

し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
経
営
を
行
え
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
中
長
期
計
画
は
立

て
る
も
の
の
、
様
々
な
問
題
（
仕
事
量

や
設
備
ト
ラ
ブ
ル
・
人
員
不
足
・
原
材

料
電
力
費
高
騰
等
）
が
発
生
す
る
中
で

毎
年
結
局
ど
う
や
っ
て
今
期
を
黒
字
で

着
地
さ
せ
る
か
、
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
日
々
変
化
す

る
状
況
の
中
で
ど
の
よ
う
に
中
長
期
計

画
を
策
定
し
、
実
践
し
て
い
く
か
を
学

び
、
実
際
に
中
長
期
計
画
を
策
定
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

未
来
を
見
据
え
た
戦
略
的
経
営
に
取

り
組
ん
で
、
売
上
・
利
益
率
を
向
上
さ

せ
、
会
社
が
持
続
的
に
発
展
し
て
い
く

礎
を
築
け
る
よ
う
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ウイングスインターナショナル

で
す
。

現
状
、
売
上
に
対
し
て
利
益
率
が
低

い
事
が
大
き
な
課
題
で
す
。
西
河
技
術

経
営
塾
で
、
一
か
ら
技
術
経
営
を
学
ぶ

こ
と
に
よ
り
成
長
戦
略
、
組
織
戦
略
、

企
業
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
財
務
管
理
な

ど
を
学
び
、
技
術
経
営
の
観
点
か
ら
自

社
、
自
身
の
弱
点
と
強
み
を
理
解
し
て

学
び
成
長
、
発
展
で
き
る
よ
う
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「「一一人人ひひととりりがが

光光りり輝輝くく事事業業ででああるるこことと」」

従業員が成長し続け、主人公になれる
ビジネスを軸に、事業展開しています。

ＤＳＰ株式会社 取締役 金子優太
https://www.dsp-net.co.jp TEL：03-6268-8309

会会社社紹紹介介とと事事業業ココンンセセププトト

当社は人材派遣事業を主軸に全国の営業、コールセンター、
販売、介護業界において企業様の人材課題に対して自社社員
1000名のプロフェッショナル人材の派遣をおこない、人材の
課題解決をおこなっております。お客様のニーズにお応えす
るビジネスを常に追求し続けています。

ＤＤＳＳＰＰ㈱㈱取取締締役役 金金子子優優太太

株式会社若野鋳造所 取締役 若野貴信

https://www.wakano-fdy.co.jp TEL:0766-24-2624

鋳鋳造造でで110000年年、、
複複雑雑形形状状のの大大物物鋳鋳鉄鉄

悠悠久久のの技技能能とと最最新新のの鋳鋳造造解解析析技技術術のの融融合合
弊社は、天保年間の鋳物師を祖とした明治10年創業の鋳鉄

鋳物製造企業です。複雑形状の大物鋳鉄を得意とし、工作
機械・半導体製造装置を初め、建設機械・船舶・測定機
器・鉄道・公共事業など様々な分野へ継続的に鋳物を提供
しています。他社に先駆けて鋳造解析を導入してノウハウ
を蓄積しており、鋳造課題の見える化・鋳造法案の最適化
によって高品質・高難度の鋳物製造を実現しています。

㈱㈱若若野野鋳鋳造造所所取取締締役役 若若野野貴貴信信

㈱㈱アアーーキキ不不動動産産代代表表取取締締役役
石石原原 秀秀昭昭

会会社社紹紹介介とと事事業業ココンンセセププトト
立川という東京でもちょっと田舎をテーマに誰でも買える

マイホームの不動産売買仲介をしています。
賃料とさほど変わらない支払いで家を持つ。この価格安い
けど、大丈夫？と不安に思っている点も解消します。
本当に満足できる家を提供いたします。
地域に愛される不動産会社を創造していきます。

株式会社アーキ不動産 代表取締役 石原秀昭

https://www.sumai-tachikawa.jp   TEL:042-595-7394

住住ままいいのの満満足足をを提提供供ししまますす
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西河技術経営塾

会
社
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、

未
来
あ
る
会
社
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
お
客
様
、
社
員
、
社
会
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

そ
の
意
味
で
も
「
企
業
理
念
」
を
持

つ
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
向
か
う
べ
き
道
を
示
す
こ

と
で
社
員
の
明
確
な
目
標
が
定
ま
り
、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
自
社
の
目
指

す
未
来
を
明
確
に
す
る
た
め
、
中
長
期

経
営
計
画
を
立
て
た
。
中
長
期
計
画
で

は
５
年
後
に
売
上
２
倍
強
に
設
定
し
、

売
上
20
％
の
成
長
を
目
標
と
し
た
。

目
標
の
必
達
の
た
め
営
業
計
画
を
見

直
し
、
経
営
計
画
を
立
て
、
自
社
の
強

み
づ
く
り
を
一
層
強
化
し
大
和
「
輪
」

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指
す
。
未
来
あ

実実
践践
技技
術術
経経
営営
学学
をを
学学
ぶぶ

平
成
７
年
に
父
が
㈱
大
和
を
設
立
。

警
備
業
を
中
心
に
ビ
ル
の
総
合
管
理
業

務
や
公
営
プ
ー
ル
の
管
理
業
務
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
用
品
の
販
売
、
人
材
派
遣
業

務
等
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
26
年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
塾
に
入
る
ま
で
は
、
経
営
に
関
す

る
勉
強
も
せ
ず
、
現
場
が
足
り
な
け
れ

ば
自
ら
現
場
へ
行
き
不
足
を
補
い
、
経

営
に
お
い
て
も
創
業
者
で
あ
る
父
が
作

り
上
げ
た
も
の
の
中
で
、
数
字
も
経
営

方
法
も
分
ら
ぬ
ま
ま
現
在
に
至
っ
た
。

売
上
も
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
資
金
繰

り
も
大
変
な
時
期
を
繰
り
返
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
会
社
を
潰
し
て
し
ま
う
。
何

か
を
変
え
な
け
れ
ば
と
悩
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
中
、
経
営
塾
に
入
っ
て
み
な
い

か
と
の
お
話
を
頂
き
、
即
答
で
入
塾
を

懇
願
し
た
。

初
め
て
の
講
義
の
中
で
「
不
動
産
収

入
が
あ
る
か
ら
で
、
本
業
で
は
全
く
利

益
を
出
せ
て
い
な
い
」
と
の
指
摘
を
受

け
、
社
長
と
し
て
の
仕
事
、
経
営
、
そ

し
て
最
も
重
要
な
数
字
の
把
握
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
事
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

当
初
は
、
自
社
の
経
営
状
況
や
決
算

書
で
す
ら
全
く
把
握
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
講
義
を
受
け
て
い
く
中
で
、
自
社

の
経
営
状
況
を
数
字
と
し
て
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

企
業
の
組
織
づ
く
り
を
す
る
上
で
、

経
営
の
３
要
素
で
も
あ
る
「
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
金
」
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
も
特

に
ヒ
ト
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

モ
ノ
や
金
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
モ
ノ
や
金
を
生
み
だ
せ
る
の

は
ヒ
ト
で
あ
る
。

経経
営営
状状
況況
をを
数数
値値
でで
把把
握握
すす
るる

大大
和和

代代
表表
取取
締締
役役

本本
多多
一一
茂茂

西河技術経営塾(沼田校)は2023年4月1日に開講し9月16日に修了した。原則、隔週の土曜日に開催。
沼田校の進行役を小坂哲平小坂建設代表取締役（代々木校５期生）が担当した。４名が入塾し、
本多一茂と倉沢芽久美の２名が修了した。修了生の報告書の要約を報告する。（小平専務理事）

地方創生、利根・沼田地区の経営者の育成

未未
来来
ああ
るる
会会
社社
づづ
くく
りり
にに
取取
りり
組組
むむ

４４期期生生（（22002233..44..11～～99..1166））

塾塾生生のの本本多多一一茂茂（（左左））、、塾塾生生のの倉倉沢沢芽芽久久美美、、進進行行役役のの小小坂坂哲哲平平、、講講師師のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事（（右右））

本本多多一一茂茂（（左左））、、西西河河洋洋一一塾塾長長（（右右））かからら修修了了証証をを受受領領すするる
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会
社
が
進
む
べ
き
方
向
性
を
示
し
、

未
来
あ
る
会
社
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
と

し
て
お
客
様
、
社
員
、
社
会
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

そ
の
意
味
で
も
「
企
業
理
念
」
を
持

つ
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が

分
か
っ
た
。
向
か
う
べ
き
道
を
示
す
こ

と
で
社
員
の
明
確
な
目
標
が
定
ま
り
、

目
標
を
達
成
す
る
こ
と
で
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

次
の
ス
テ
ッ
プ
で
は
、
自
社
の
目
指

す
未
来
を
明
確
に
す
る
た
め
、
中
長
期

経
営
計
画
を
立
て
た
。
中
長
期
計
画
で

は
５
年
後
に
売
上
２
倍
強
に
設
定
し
、

売
上
20
％
の
成
長
を
目
標
と
し
た
。

目
標
の
必
達
の
た
め
営
業
計
画
を
見

直
し
、
経
営
計
画
を
立
て
、
自
社
の
強

み
づ
く
り
を
一
層
強
化
し
大
和
「
輪
」

ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
を
目
指
す
。
未
来
あ

実実
践践
技技
術術
経経
営営
学学
をを
学学
ぶぶ

平
成
７
年
に
父
が
㈱
大
和
を
設
立
。

警
備
業
を
中
心
に
ビ
ル
の
総
合
管
理
業

務
や
公
営
プ
ー
ル
の
管
理
業
務
、
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
用
品
の
販
売
、
人
材
派
遣
業

務
等
を
行
っ
て
き
た
。

平
成
26
年
に
代
表
取
締
役
社
長
に
就

任
。
塾
に
入
る
ま
で
は
、
経
営
に
関
す

る
勉
強
も
せ
ず
、
現
場
が
足
り
な
け
れ

ば
自
ら
現
場
へ
行
き
不
足
を
補
い
、
経

営
に
お
い
て
も
創
業
者
で
あ
る
父
が
作

り
上
げ
た
も
の
の
中
で
、
数
字
も
経
営

方
法
も
分
ら
ぬ
ま
ま
現
在
に
至
っ
た
。

売
上
も
思
う
よ
う
に
伸
び
ず
資
金
繰

り
も
大
変
な
時
期
を
繰
り
返
し
、
こ
の

ま
ま
で
は
会
社
を
潰
し
て
し
ま
う
。
何

か
を
変
え
な
け
れ
ば
と
悩
ん
で
い
た
。

そ
ん
な
中
、
経
営
塾
に
入
っ
て
み
な
い

か
と
の
お
話
を
頂
き
、
即
答
で
入
塾
を

懇
願
し
た
。

初
め
て
の
講
義
の
中
で
「
不
動
産
収

入
が
あ
る
か
ら
で
、
本
業
で
は
全
く
利

益
を
出
せ
て
い
な
い
」
と
の
指
摘
を
受

け
、
社
長
と
し
て
の
仕
事
、
経
営
、
そ

し
て
最
も
重
要
な
数
字
の
把
握
が
で
き

て
い
な
か
っ
た
事
に
気
づ
か
さ
れ
た
。

当
初
は
、
自
社
の
経
営
状
況
や
決
算

書
で
す
ら
全
く
把
握
で
き
て
い
な
か
っ

た
。
講
義
を
受
け
て
い
く
中
で
、
自
社

の
経
営
状
況
を
数
字
と
し
て
把
握
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
事
が
わ
か
っ
た
。

企
業
の
組
織
づ
く
り
を
す
る
上
で
、

経
営
の
３
要
素
で
も
あ
る
「
ヒ
ト
、
モ

ノ
、
金
」
に
つ
い
て
、
そ
の
中
で
も
特

に
ヒ
ト
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

モ
ノ
や
金
も
も
ち
ろ
ん
重
要
で
あ
る

が
、
そ
の
モ
ノ
や
金
を
生
み
だ
せ
る
の

は
ヒ
ト
で
あ
る
。

経経
営営
状状
況況
をを
数数
値値
でで
把把
握握
すす
るる

大大
和和

代代
表表
取取
締締
役役

本本
多多
一一
茂茂

西河技術経営塾(沼田校)は2023年4月1日に開講し9月16日に修了した。原則、隔週の土曜日に開催。
沼田校の進行役を小坂哲平小坂建設代表取締役（代々木校５期生）が担当した。４名が入塾し、
本多一茂と倉沢芽久美の２名が修了した。修了生の報告書の要約を報告する。（小平専務理事）

地方創生、利根・沼田地区の経営者の育成

未未
来来
ああ
るる
会会
社社
づづ
くく
りり
にに
取取
りり
組組
むむ

４４期期生生（（22002233..44..11～～99..1166））

塾塾生生のの本本多多一一茂茂（（左左））、、塾塾生生のの倉倉沢沢芽芽久久美美、、進進行行役役のの小小坂坂哲哲平平、、講講師師のの小小平平和和一一朗朗専専務務理理事事（（右右））

本本多多一一茂茂（（左左））、、西西河河洋洋一一塾塾長長（（右右））かからら修修了了証証をを受受領領すするる
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も
な
く
進
ん
で
い
け
る
と
、
確
信
し
て

い
る
。

営
業
は
、
同
じ
毎
日
は
存
在
せ
ず
、

目
の
前
に
広
が
る
世
界
は
無
限
に
も
感

じ
る
。
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
何
を
す
る

の
か
、
自
身
の
か
じ
取
り
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
面
白
い
。

西
河
技
術
経
営
塾
に
入
塾
し
て
稼
ぐ

た
め
の
多
く
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
自
身
の
中
で
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
宝
の
持
ち
腐
れ
に
し
て
し
ま
う
か

否
か
は
自
身
の
行
動
力
に
か
か
る
。

塾
修
了
を
迎
え
る
今
、
心
に
強
く
誓

う
こ
と
は
、
顧
客
に
対
し
て
退
化
で
は

な
く
進
化
し
た
倉
沢
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
顧
客
・
家
族
、
全
て

の
大
切
な
人
の
幸
せ
の
た
め
に
「
接
客

の
神
」
に
な
る
。

西西河河技技術術経経営営塾塾（（沼沼田田校校））

特
別
寄
稿

第
十
二
回

「
損
益
計
算
書
か
ら
企
業
実
態
を

見
る
」
と
題
し
、
会
社
の
健
康
管
理

を
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
主
要
な
点
を
説
明
す

る
。
基
礎
デ
ー
タ
は
、
人
の
体
温
、

心
拍
数
、
血
圧
、
血
糖
値
な
ど
と
同

じ
だ
と
も
い
え
る
。
経
営
の
視
点
で

「
損
益
取
引
（
Ｐ
Ｌ
）
」
と
は
何
か

を
考
え
て
見
た
い
。

企企
業業
業業
績績
評評
価価
のの
基基
礎礎
でで
ああ
るる
売売
上上

Ｐ
Ｌ
で
最
初
に
見
え
る
の
は
、
営

業
成
績
を
示
す
「
売
上
高
」
で
、
も

と
も
と
事
業
業
績
が
分
か
る
よ
う
に

Ｐ
Ｌ
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｌ
で
は
一
定
期
間
の
間
に
起
き

た
収
入
と
、
収
入
に
対
応
す
る
期
間

の
費
用
と
を
分
か
る
よ
う
に
整
理
し

て
い
る
。
帳
簿
の
数
値
を
評
価
す
る

こ
と
で
経
営
実
態
が
見
え
て
く
る
。

Ｐ
Ｌ
の
基
本
は
「
売
上
」
で
あ
り
、

対
応
す
る
「
経
費
」
で
あ
る
。
一
定

期
間
内
の
「
利
益
」
は
売
上
に
対
応

す
る
経
費
を
差
し
引
い
て
求
め
る
。

前前
年年
度度
比比
でで
成成
長長
性性
をを
評評
価価
すす
るる

Ｐ
Ｌ
中
の
売
上
高
、
売
上
原
価
、

売
上
総
利
益
を
把
握
。
売
上
高
の
前

年
度
比
を
求
め
る
。
１
以
上
で
あ
れ

ば
成
長
し
て
い
る
。
過
去
５
年
間
の

前
年
度
比
を
求
め
る
と
企
業
成
長
の

実
態
が
見
え
て
く
る
。

企
業
の
儲
け
は
、
売
上
総
利
益
、

営
業
利
益
、
経
常
利
益
の
３
種
の
利

益
で
分
か
る
。
損
益
計
算
書
の
数
値

か
ら
何
が
見
え
る
か
の
説
明
を
更
に

進
め
る
。

売売
上上
総総
利利
益益
でで
収収
益益
構構
造造
がが
見見
ええ
るる

売
上
に
対
応
す
る
コ
ス
ト
「
売
上

原
価
」
が
、
総
額
で
表
示
さ
れ
て
い

る
。
「
売
上
」
と
「
売
上
原
価
」
と

の
差
額
が
、
「
売
上
総
利
益
」
で
あ

る
。
別
名
「
粗
利
」
と
も
言
う
。
売

上
総
利
益
は
、
企
業
の
商
品
力
を
示

す
指
標
と
も
い
え
る
。

営営
業業
活活
動動
のの
評評
価価
がが
営営
業業
利利
益益

「
売
上
総
利
益
」
か
ら
「
販
売
費

及
び
一
般
管
理
費
（
販
管
費
）
」
を

差
引
く
と
「
営
業
利
益
」
が
で
る
。

大
切
な
の
は
、
販
管
費
を
差
し
引
い

て
も
余
り
が
出
る
だ
け
の
売
上
総
利

益
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

販
管
費
と
は
、
営
業
活
動
に
関
わ

る
販
売
費
と
総
務
・
経
理
な
ど
の
会

社
共
通
経
費
と
の
合
計
値
で
あ
る
。

販
管
費
は
、
経
営
者
や
従
業
員
が
日

々
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
数
値
で
、

売
上
高
の
増
減
に
影
響
を
受
け
な
い

固
定
費
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
経
営
者
が
売
上
比
を
決
め

て
、
総
額
を
決
定
し
、
そ
の
枠
に
入

る
よ
う
に
各
科
目
を
予
算
化
し
て
消

化
状
況
を
管
理
し
、
抑
制
す
る
。

営営
業業
外外
収収
支支
をを
考考
慮慮
しし
経経
常常
利利
益益

営
業
外
の
収
支
を
考
慮
し
た
結
果

の
利
益
が
「
経
常
利
益
」
で
あ
る
。

事
業
を
拡
大
す
る
と
き
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
て
企
業
は
成
長
す
る
。

支
払
利
息
分
を
減
額
し
て
こ
の
利
益

を
決
定
す
る
。
従
っ
て
「
経
常
利
益

」
は
企
業
実
態
を
表
し
て
い
る
。

企
業
に
資
金
余
裕
が
あ
れ
ば
「
営

業
外
収
益
」
が
大
き
く
な
る
。
し
か

し
借
入
金
が
多
い
と
支
払
利
息
が
増

加
し
て
「
営
業
外
費
用
」
が
大
き
く

な
る
。
（
専
務
理
事
小
平
和
一
朗
）

損損益益計計算算書書（（ＰＰＬＬ））かからら企企業業実実態態をを見見るる

財
務
諸
表
を
見
て
企
業
の
健
康
管
理

精精
進進
しし
てて
接接
客客
のの
神神
にに
なな
るる

第第
一一
生生
命命
保保
険険

倉倉
沢沢
芽芽
久久
美美

る
会
社
づ
く
り
の
た
め
に
真
の
経
営
者

と
な
る
べ
く
、
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
邁
進
す
る
。

保
険
外
交
員
（
営
業
）
と
し
て
顧
客

に
接
し
15
年
に
な
る
。
母
体
で
あ
る

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
が
ど
れ
だ
け

良
い
商
品
を
開
発
し
て
も
、
顧
客
に
と

っ
て
の
品
質
は
、
窓
口
で
あ
る
外
交
員

自
身
の
成
長
に
あ
る
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
追
求
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
よ
り
難
し
い
顧
客
か
ら
の
相
談

に
も
行
き
当
た
り
、
取
得
し
て
い
る
資

格
の
範
疇
で
は
対
応
不
可
能
な
案
件
や

難
題
も
生
じ
る
。
特
に
経
営
者
の
苦
悩

の
お
力
に
な
る
に
は
難
し
い
。
こ
れ
か

ら
退
職
ま
で
の
間
に
精
進
し
て
、
「
接

客
の
神
に
な
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ

た
。
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
思
案

し
て
い
る
最
中
、
西
河
技
術
経
営
塾
へ

お
声
が
け
を
頂
い
た
。
経
営
を
学
び
、

保
険
外
交
員
で
あ
る
自
身
の
業
務
内
容

に
ど
の
よ
う
に
反
映
で
き
る
の
か
は
未

知
数
だ
が
、
入
塾
し
て
数
多
く
の
学
び

を
得
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
た
「
接

客
の
神
」
と
い
う
偶
像
の
輪
郭
が
見
え

て
き
た
。

保
険
外
交
員
は
、
青
色
申
告
の
個
人

事
業
主
で
あ
り
、
自
身
の
事
業
規
模
と

環
境
に
置
き
換
え
活
か
す
こ
と
で
、
塾

で
の
学
び
が
発
揮
で
き
、
経
営
者
の
苦

悩
に
も
時
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

入
塾
前
は
時
に
は
自
信
を
無
く
し
不

安
に
苛
ま
れ
る
こ
と
も
マ
イ
ナ
ス
思
考

に
陥
り
が
ち
な
日
も
あ
っ
た
が
、
今
後

は
中
長
期
計
画
に
沿
っ
て
達
成
・
未
達

項
目
を
検
証
し
研
究
す
る
こ
と
で
自
己

否
定
に
走
る
時
間
な
ど
が
存
在
す
る
暇

西河技術経営塾

塾塾
でで
のの
学学
びび
はは
自自
身身
のの
中中
のの
大大
きき
なな
財財
産産

４４期期生生（（22002233..44..11～～99..1166））

倉倉沢沢芽芽久久美美（（左左））、、西西河河洋洋一一塾塾長長（（右右））かからら修修了了証証をを受受領領すするる
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も
な
く
進
ん
で
い
け
る
と
、
確
信
し
て

い
る
。

営
業
は
、
同
じ
毎
日
は
存
在
せ
ず
、

目
の
前
に
広
が
る
世
界
は
無
限
に
も
感

じ
る
。
ど
こ
へ
行
く
の
か
、
何
を
す
る

の
か
、
自
身
の
か
じ
取
り
に
か
か
っ
て

い
る
こ
と
が
面
白
い
。

西
河
技
術
経
営
塾
に
入
塾
し
て
稼
ぐ

た
め
の
多
く
の
技
術
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
、
自
身
の
中
で
大
き
な
財
産
と
な
っ

た
。
宝
の
持
ち
腐
れ
に
し
て
し
ま
う
か

否
か
は
自
身
の
行
動
力
に
か
か
る
。

塾
修
了
を
迎
え
る
今
、
心
に
強
く
誓

う
こ
と
は
、
顧
客
に
対
し
て
退
化
で
は

な
く
進
化
し
た
倉
沢
を
提
供
し
て
い
き

た
い
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
ま
で
お
世

話
に
な
っ
て
き
た
顧
客
・
家
族
、
全
て

の
大
切
な
人
の
幸
せ
の
た
め
に
「
接
客

の
神
」
に
な
る
。

西西河河技技術術経経営営塾塾（（沼沼田田校校））

特
別
寄
稿

第
十
二
回

「
損
益
計
算
書
か
ら
企
業
実
態
を

見
る
」
と
題
し
、
会
社
の
健
康
管
理

を
す
る
た
め
の
基
礎
デ
ー
タ
と
は
何

か
に
つ
い
て
、
主
要
な
点
を
説
明
す

る
。
基
礎
デ
ー
タ
は
、
人
の
体
温
、

心
拍
数
、
血
圧
、
血
糖
値
な
ど
と
同

じ
だ
と
も
い
え
る
。
経
営
の
視
点
で

「
損
益
取
引
（
Ｐ
Ｌ
）
」
と
は
何
か

を
考
え
て
見
た
い
。

企企
業業
業業
績績
評評
価価
のの
基基
礎礎
でで
ああ
るる
売売
上上

Ｐ
Ｌ
で
最
初
に
見
え
る
の
は
、
営

業
成
績
を
示
す
「
売
上
高
」
で
、
も

と
も
と
事
業
業
績
が
分
か
る
よ
う
に

Ｐ
Ｌ
は
作
成
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｌ
で
は
一
定
期
間
の
間
に
起
き

た
収
入
と
、
収
入
に
対
応
す
る
期
間

の
費
用
と
を
分
か
る
よ
う
に
整
理
し

て
い
る
。
帳
簿
の
数
値
を
評
価
す
る

こ
と
で
経
営
実
態
が
見
え
て
く
る
。

Ｐ
Ｌ
の
基
本
は
「
売
上
」
で
あ
り
、

対
応
す
る
「
経
費
」
で
あ
る
。
一
定

期
間
内
の
「
利
益
」
は
売
上
に
対
応

す
る
経
費
を
差
し
引
い
て
求
め
る
。

前前
年年
度度
比比
でで
成成
長長
性性
をを
評評
価価
すす
るる

Ｐ
Ｌ
中
の
売
上
高
、
売
上
原
価
、

売
上
総
利
益
を
把
握
。
売
上
高
の
前

年
度
比
を
求
め
る
。
１
以
上
で
あ
れ

ば
成
長
し
て
い
る
。
過
去
５
年
間
の

前
年
度
比
を
求
め
る
と
企
業
成
長
の

実
態
が
見
え
て
く
る
。

企
業
の
儲
け
は
、
売
上
総
利
益
、

営
業
利
益
、
経
常
利
益
の
３
種
の
利

益
で
分
か
る
。
損
益
計
算
書
の
数
値

か
ら
何
が
見
え
る
か
の
説
明
を
更
に

進
め
る
。

売売
上上
総総
利利
益益
でで
収収
益益
構構
造造
がが
見見
ええ
るる

売
上
に
対
応
す
る
コ
ス
ト
「
売
上

原
価
」
が
、
総
額
で
表
示
さ
れ
て
い

る
。
「
売
上
」
と
「
売
上
原
価
」
と

の
差
額
が
、
「
売
上
総
利
益
」
で
あ

る
。
別
名
「
粗
利
」
と
も
言
う
。
売

上
総
利
益
は
、
企
業
の
商
品
力
を
示

す
指
標
と
も
い
え
る
。

営営
業業
活活
動動
のの
評評
価価
がが
営営
業業
利利
益益

「
売
上
総
利
益
」
か
ら
「
販
売
費

及
び
一
般
管
理
費
（
販
管
費
）
」
を

差
引
く
と
「
営
業
利
益
」
が
で
る
。

大
切
な
の
は
、
販
管
費
を
差
し
引
い

て
も
余
り
が
出
る
だ
け
の
売
上
総
利

益
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

販
管
費
と
は
、
営
業
活
動
に
関
わ

る
販
売
費
と
総
務
・
経
理
な
ど
の
会

社
共
通
経
費
と
の
合
計
値
で
あ
る
。

販
管
費
は
、
経
営
者
や
従
業
員
が
日

々
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
数
値
で
、

売
上
高
の
増
減
に
影
響
を
受
け
な
い

固
定
費
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
経
営
者
が
売
上
比
を
決
め

て
、
総
額
を
決
定
し
、
そ
の
枠
に
入

る
よ
う
に
各
科
目
を
予
算
化
し
て
消

化
状
況
を
管
理
し
、
抑
制
す
る
。

営営
業業
外外
収収
支支
をを
考考
慮慮
しし
経経
常常
利利
益益

営
業
外
の
収
支
を
考
慮
し
た
結
果

の
利
益
が
「
経
常
利
益
」
で
あ
る
。

事
業
を
拡
大
す
る
と
き
金
融
機
関
か

ら
借
り
入
れ
て
企
業
は
成
長
す
る
。

支
払
利
息
分
を
減
額
し
て
こ
の
利
益

を
決
定
す
る
。
従
っ
て
「
経
常
利
益

」
は
企
業
実
態
を
表
し
て
い
る
。

企
業
に
資
金
余
裕
が
あ
れ
ば
「
営

業
外
収
益
」
が
大
き
く
な
る
。
し
か

し
借
入
金
が
多
い
と
支
払
利
息
が
増

加
し
て
「
営
業
外
費
用
」
が
大
き
く

な
る
。
（
専
務
理
事
小
平
和
一
朗
）

損損益益計計算算書書（（ＰＰＬＬ））かからら企企業業実実態態をを見見るる

財
務
諸
表
を
見
て
企
業
の
健
康
管
理

精精
進進
しし
てて
接接
客客
のの
神神
にに
なな
るる

第第
一一
生生
命命
保保
険険

倉倉
沢沢
芽芽
久久
美美

る
会
社
づ
く
り
の
た
め
に
真
の
経
営
者

と
な
る
べ
く
、
塾
で
学
ん
だ
こ
と
を
活

か
し
邁
進
す
る
。

保
険
外
交
員
（
営
業
）
と
し
て
顧
客

に
接
し
15
年
に
な
る
。
母
体
で
あ
る

第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
が
ど
れ
だ
け

良
い
商
品
を
開
発
し
て
も
、
顧
客
に
と

っ
て
の
品
質
は
、
窓
口
で
あ
る
外
交
員

自
身
の
成
長
に
あ
る
。

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
追
求
す
れ
ば
す
る

ほ
ど
、
よ
り
難
し
い
顧
客
か
ら
の
相
談

に
も
行
き
当
た
り
、
取
得
し
て
い
る
資

格
の
範
疇
で
は
対
応
不
可
能
な
案
件
や

難
題
も
生
じ
る
。
特
に
経
営
者
の
苦
悩

の
お
力
に
な
る
に
は
難
し
い
。
こ
れ
か

ら
退
職
ま
で
の
間
に
精
進
し
て
、
「
接

客
の
神
に
な
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ

た
。
そ
の
た
め
に
は
何
が
必
要
か
思
案

し
て
い
る
最
中
、
西
河
技
術
経
営
塾
へ

お
声
が
け
を
頂
い
た
。
経
営
を
学
び
、

保
険
外
交
員
で
あ
る
自
身
の
業
務
内
容

に
ど
の
よ
う
に
反
映
で
き
る
の
か
は
未

知
数
だ
が
、
入
塾
し
て
数
多
く
の
学
び

を
得
た
。
ぼ
ん
や
り
と
し
て
い
た
「
接

客
の
神
」
と
い
う
偶
像
の
輪
郭
が
見
え

て
き
た
。

保
険
外
交
員
は
、
青
色
申
告
の
個
人

事
業
主
で
あ
り
、
自
身
の
事
業
規
模
と

環
境
に
置
き
換
え
活
か
す
こ
と
で
、
塾

で
の
学
び
が
発
揮
で
き
、
経
営
者
の
苦

悩
に
も
時
に
は
対
応
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

入
塾
前
は
時
に
は
自
信
を
無
く
し
不

安
に
苛
ま
れ
る
こ
と
も
マ
イ
ナ
ス
思
考

に
陥
り
が
ち
な
日
も
あ
っ
た
が
、
今
後

は
中
長
期
計
画
に
沿
っ
て
達
成
・
未
達

項
目
を
検
証
し
研
究
す
る
こ
と
で
自
己

否
定
に
走
る
時
間
な
ど
が
存
在
す
る
暇

西河技術経営塾

塾塾
でで
のの
学学
びび
はは
自自
身身
のの
中中
のの
大大
きき
なな
財財
産産

４４期期生生（（22002233..44..11～～99..1166））

倉倉沢沢芽芽久久美美（（左左））、、西西河河洋洋一一塾塾長長（（右右））かからら修修了了証証をを受受領領すするる
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「
西
河
技
術
経
営
塾
」
は
永
続
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
世
代
の
講
師

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
循
環
系
を

い
か
に
し
て
作
る
か
が
西
河
技
術
経
営

塾
の
課
題
で
あ
る
。

設
立
時
の
講
師
の
選
任
に
あ
た
っ
て

は
、
小
平
専
務
理
事
を
中
心
に
西
河
技

術
経
営
塾
の
技
術
経
営
人
財
の
育
成
の

意
義
に
賛
同
す
る
経
営
経
験
の
あ
る
人

財
で
構
成
し
た
。
色
々
な
経
営
経
験
者

が
講
義
す
る
こ
と
は
、
塾
生
に
も
講
師

に
も
学
び
の
幅
が
広
が
り
、
意
義
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
講
義
内
容
が
属
人
的
な
経

験
に
頼
っ
て
き
た
た
め
、
同
じ
内
容
を

別
の
講
師
が
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

普
遍
性
が
な
く
、
塾
生
の
経
営
に
生
か

す
の
が
で
き
な
い
事
例
が
出
て
き
た
。

講
師
の
経
験
の
み
に
基
づ
い
た
講
義

で
は
、
時
と
と
も
に
古
く
な
っ
て
し
ま

う
。
属
人
的
に
な
ら
な
い
章
立
て
や
講

義
内
容
の
改
善
、
講
師
養
成
や
講
師
自

身
が
学
び
続
け
る
ま
た
は
講
師
の
交
替

な
ど
の
対
策
を
立
て
た
。

講講
師師
養養
成成
にに
関関
すす
るる
取取
りり
組組
みみ
経経
緯緯

文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
ま

で
の
10
年
間
の
間
に
講
師
養
成
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
さ
れ
た
。

第
一
次
か
ら
第
三
次
に
区
分
し
て
概
要

を
報
告
す
る
。

第
一
次
で
は
、
研
究
会
を
設
け
て
大

学
の
研
究
者
も
入
り
議
論
し
、
講
師
は

大
学
院
の
学
位
が
必
要
で
あ
り
、
研
究

科
の
設
立
が
必
要
で
あ
る
と
な
っ
た
。

第
二
次
で
は
、
講
師
に
求
め
る
大
学

院
レ
ベ
ル
の
知
識
が
身
に
付
く
研
究
科

の
設
立
を
試
み
た
。
併
せ
て
、
西
河
技

術
経
営
塾
以
外
で
も
講
師
を
す
る
機
会

を
作
り
、
講
師
が
塾
以
外
で
教
え
る
こ

こ
と
で
教
え
方
を
振
り
返
る
機
会
を
作

っ
た
。
講
師
に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
知
識

講講
師師
養養
成成
はは
設設
立立
時時
かか
らら
のの
塾塾
のの
課課
題題

は
必
ず
し
も
必
要
は
な
く
、
当
塾
の
講

師
に
大
事
な
の
は
知
識
と
知
識
を
つ
な

ぐ
ス
キ
ル
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
ス
キ

ル
や
経
験
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
も
気
づ
く
。

第
三
次
で
は
、
講
座
構
成
の
見
直
し

と
講
師
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。
特
定

の
章
は
知
識
あ
る
人
が
担
当
し
て
も
成

果
が
出
せ
る
が
、
テ
ー
マ
と
財
務
や
ブ

ラ
ン
ド
と
の
関
連
な
ど
を
総
合
的
な
学

び
と
し
て
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
た
な
講
師
も
小
平
専
務
理
事
の
後

任
と
な
り
う
る
状
態
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
そ
も
そ
も
小
平
が
ど
う
い
う
意
図

で
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

見
よ
う
見
真
似
で
で
き
な
い
。
講
師
に

ど
う
い
う
指
導
法
で
や
っ
て
欲
し
い
か

が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
でで
実実
施施
しし
てて
きき
たた
ここ
とと

以
上
の
経
緯
も
あ
り
、
暗
黙
知
と
な

っ
て
い
る
技
術
経
営
人
財
育
成
の
方
法

の
『
文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。
図
２
の
５
点
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
の
概
要
を
報
告
す
る

◇
塾塾
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
やや
強強
みみ
のの
整整
理理

入
塾
の
対
象
は
28
歳
～
50
歳
ま
で
の

経
営
者
お
よ
び
経
営
幹
部
候
補
生
で
あ

る
。
選
考
に
あ
た
っ
て
は
経
営
を
学
び

た
い
と
い
う
強
い
意
思
を
持
っ
て
い
る

や
利
他
の
心
を
持
っ
て
い
る
な
ど
を
挙

げ
て
い
て
、
入
塾
面
接
で
確
認
す
る
。

「
新
し
い
会
社
に
変
革
す
る
た
め
の

経
営
手
法
を
学
ぶ
」
で
は
、
現
在
の
経

営
手
法
を
変
え
な
い
限
り
経
営
改
革
は

で
き
な
い
。
受
講
生
の
マ
イ
ン
ド
を
変

え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
誠
実
な
対

応
を
謙
虚
な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
経
営
者
に
な
る
こ
と
を
当
塾
で

は
指
導
を
し
て
い
る
。

◇
塾塾
のの
講講
師師
にに
求求
めめ
るる
知知
識識
やや
経経
験験

西
河
技
術
経
営
塾
の
講
師
は
ど
う
い

う
人
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
経
営
経
験

事事務務局局のの松松井井美美樹樹（（左左））とと専専務務理理事事のの小小平平和和一一朗朗（（右右））ととがが週週にに１１,,２２回回、、様様々々なな課課題題をを議議論論ししてていいるる

財
団
で
は
塾
の
強
み
を
理
解
し
、
そ
の
教
育
法
を
文
字
化
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
暗
黙
知
を
文
字
化
し
、
形
式
知
化
す
る
試

み
で
あ
る
。
本
年
４
月
か
ら
『
文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
名
付

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
務
局
の
松
井
美
樹
と
専
務
理
事
の
小

平
と
が
課
題
を
議
論
し
、
文
字
化
し
て
い
る
。

経経
営営
にに
横横
串串
をを
刺刺
しし
整整
理理
、、
教教
材材
とと
すす
るる
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「
西
河
技
術
経
営
塾
」
は
永
続
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
世
代
の
講
師

に
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で
き
る
循
環
系
を

い
か
に
し
て
作
る
か
が
西
河
技
術
経
営

塾
の
課
題
で
あ
る
。

設
立
時
の
講
師
の
選
任
に
あ
た
っ
て

は
、
小
平
専
務
理
事
を
中
心
に
西
河
技

術
経
営
塾
の
技
術
経
営
人
財
の
育
成
の

意
義
に
賛
同
す
る
経
営
経
験
の
あ
る
人

財
で
構
成
し
た
。
色
々
な
経
営
経
験
者

が
講
義
す
る
こ
と
は
、
塾
生
に
も
講
師

に
も
学
び
の
幅
が
広
が
り
、
意
義
が
あ

っ
た
。

し
か
し
、
講
義
内
容
が
属
人
的
な
経

験
に
頼
っ
て
き
た
た
め
、
同
じ
内
容
を

別
の
講
師
が
話
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

普
遍
性
が
な
く
、
塾
生
の
経
営
に
生
か

す
の
が
で
き
な
い
事
例
が
出
て
き
た
。

講
師
の
経
験
の
み
に
基
づ
い
た
講
義

で
は
、
時
と
と
も
に
古
く
な
っ
て
し
ま

う
。
属
人
的
に
な
ら
な
い
章
立
て
や
講

義
内
容
の
改
善
、
講
師
養
成
や
講
師
自

身
が
学
び
続
け
る
ま
た
は
講
師
の
交
替

な
ど
の
対
策
を
立
て
た
。

講講
師師
養養
成成
にに
関関
すす
るる
取取
りり
組組
みみ
経経
緯緯

文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
る
ま

で
の
10
年
間
の
間
に
講
師
養
成
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
さ
れ
た
。

第
一
次
か
ら
第
三
次
に
区
分
し
て
概
要

を
報
告
す
る
。

第
一
次
で
は
、
研
究
会
を
設
け
て
大

学
の
研
究
者
も
入
り
議
論
し
、
講
師
は

大
学
院
の
学
位
が
必
要
で
あ
り
、
研
究

科
の
設
立
が
必
要
で
あ
る
と
な
っ
た
。

第
二
次
で
は
、
講
師
に
求
め
る
大
学

院
レ
ベ
ル
の
知
識
が
身
に
付
く
研
究
科

の
設
立
を
試
み
た
。
併
せ
て
、
西
河
技

術
経
営
塾
以
外
で
も
講
師
を
す
る
機
会

を
作
り
、
講
師
が
塾
以
外
で
教
え
る
こ

こ
と
で
教
え
方
を
振
り
返
る
機
会
を
作

っ
た
。
講
師
に
大
学
院
レ
ベ
ル
の
知
識

講講
師師
養養
成成
はは
設設
立立
時時
かか
らら
のの
塾塾
のの
課課
題題

は
必
ず
し
も
必
要
は
な
く
、
当
塾
の
講

師
に
大
事
な
の
は
知
識
と
知
識
を
つ
な

ぐ
ス
キ
ル
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
ス
キ

ル
や
経
験
な
ど
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
に
も
気
づ
く
。

第
三
次
で
は
、
講
座
構
成
の
見
直
し

と
講
師
の
刷
新
に
取
り
組
ん
だ
。
特
定

の
章
は
知
識
あ
る
人
が
担
当
し
て
も
成

果
が
出
せ
る
が
、
テ
ー
マ
と
財
務
や
ブ

ラ
ン
ド
と
の
関
連
な
ど
を
総
合
的
な
学

び
と
し
て
繋
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
。

新
た
な
講
師
も
小
平
専
務
理
事
の
後

任
と
な
り
う
る
状
態
に
は
至
っ
て
い
な

い
。
そ
も
そ
も
小
平
が
ど
う
い
う
意
図

で
何
を
や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
。

見
よ
う
見
真
似
で
で
き
な
い
。
講
師
に

ど
う
い
う
指
導
法
で
や
っ
て
欲
し
い
か

が
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。

ププ
ロロ
ジジ
ェェ
クク
トト
でで
実実
施施
しし
てて
きき
たた
ここ
とと

以
上
の
経
緯
も
あ
り
、
暗
黙
知
と
な

っ
て
い
る
技
術
経
営
人
財
育
成
の
方
法

の
『
文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
に
取
り

組
む
こ
と
に
し
た
。
図
２
の
５
点
に
取

り
組
ん
だ
。
そ
の
概
要
を
報
告
す
る

◇
塾塾
のの
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
やや
強強
みみ
のの
整整
理理

入
塾
の
対
象
は
28
歳
～
50
歳
ま
で
の

経
営
者
お
よ
び
経
営
幹
部
候
補
生
で
あ

る
。
選
考
に
あ
た
っ
て
は
経
営
を
学
び

た
い
と
い
う
強
い
意
思
を
持
っ
て
い
る

や
利
他
の
心
を
持
っ
て
い
る
な
ど
を
挙

げ
て
い
て
、
入
塾
面
接
で
確
認
す
る
。

「
新
し
い
会
社
に
変
革
す
る
た
め
の

経
営
手
法
を
学
ぶ
」
で
は
、
現
在
の
経

営
手
法
を
変
え
な
い
限
り
経
営
改
革
は

で
き
な
い
。
受
講
生
の
マ
イ
ン
ド
を
変

え
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。
誠
実
な
対

応
を
謙
虚
な
姿
勢
で
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
る
経
営
者
に
な
る
こ
と
を
当
塾
で

は
指
導
を
し
て
い
る
。

◇
塾塾
のの
講講
師師
にに
求求
めめ
るる
知知
識識
やや
経経
験験

西
河
技
術
経
営
塾
の
講
師
は
ど
う
い

う
人
で
あ
る
べ
き
か
、
そ
の
経
営
経
験

事事務務局局のの松松井井美美樹樹（（左左））とと専専務務理理事事のの小小平平和和一一朗朗（（右右））ととがが週週にに１１,,２２回回、、様様々々なな課課題題をを議議論論ししてていいるる

財
団
で
は
塾
の
強
み
を
理
解
し
、
そ
の
教
育
法
を
文
字
化
す
る

取
り
組
み
を
始
め
た
。
暗
黙
知
を
文
字
化
し
、
形
式
知
化
す
る
試

み
で
あ
る
。
本
年
４
月
か
ら
『
文
字
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
名
付

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
務
局
の
松
井
美
樹
と
専
務
理
事
の
小

平
と
が
課
題
を
議
論
し
、
文
字
化
し
て
い
る
。

経経
営営
にに
横横
串串
をを
刺刺
しし
整整
理理
、、
教教
材材
とと
すす
るる
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や
知
的
な
レ
ベ
ル
、
素
養
な
ど
を
整
理

し
た
。
経
営
経
験
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経

験
が
あ
り
、
経
営
学
の
研
究
に
取
り
組

む
研
究
者
と
し
た
。
併
せ
て
、
塾
の
講

師
に
な
る
た
め
の
知
識
や
経
験
が
必
要

か
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
整
理
し
た
。

◇
財財
務務
諸諸
表表
かか
らら
経経
営営
実実
態態
をを
知知
るる

塾
生
に
、
経
営
者
は
日
商
簿
記
３
級

レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
指
導

し
て
い
る
。
講
師
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
の

知
識
は
必
要
で
あ
る
と
要
求
す
る
。

塾
生
の
会
社
の
過
去
５
年
間
の
財
務

諸
表
の
提
出
を
任
意
に
要
求
す
る
。
損

益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
を
み
て
会
社

の
経
営
実
態
を
知
る
手
法
の
整
理
を
進

め
て
い
る
。

◇
ＭＭ
ＢＢ
ＡＡ
のの
経経
営営
人人
財財
育育
成成
法法

名
古
屋
商
科
大
学
の
矢
本
成
恒
教
授

を
訪
問
し
、
経
営
人
財
の
育
成
方
法
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
前
号
で
『
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

で
の
経
営
者
育
成
』
と
題
し
て
報
告
済

「「文文字字化化ププロロジジェェククトト」」 2023.４～

み
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｍ

Ｂ
Ａ
）
が
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
集
合
教

育
（
最
大
80
名
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
対
し
て
、
当
塾
で
は
、
最
大

7
名
程
度
の
個
別
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

少
数
で
あ
る
の
は
、
当
塾
の
強
み
で

も
あ
る
。
少
人
数
で
あ
る
た
め
塾
生
の

実
践
的
な
個
別
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
実
学
を
学
べ
る
。

◇
指指
導導
法法
のの
形形
式式
知知
化化

暗
黙
知
に
な
っ
て
い
る
小
平
専
務
理

事
の
指
導
法
の
形
式
知
化
に
今
ま
さ
に

取
組
ん
で
い
る
。
11
期
生
の
講
義
を

講
義
録
と
し
て
文
字
化
し
て
い
る
。

作
成
し
た
議
事
録
か
ら
講
義
計
画
書

と
し
て
文
章
化
を
進
め
て
い
る
。
演
習

に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
の
書
籍
の
章
立
て
を

参
考
に
し
て
、
塾
が
取
り
組
ん
で
い
る

実
施
内
容
に
合
わ
せ
て
目
次
づ
く
り
を

進
め
た
。

◇
講講
師師
向向
けけ
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
等等
のの
整整
備備

塾
講
師
に
な
る
に
は
、
技
術
経
営
学

を
構
成
す
る
形
式
知
を
ま
ず
学
ぶ
必
要

が
あ
る
。
講
師
が
担
当
す
る
講
義
は
何

か
。
そ
の
教
材
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要

か
を
検
討
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
検
討
で
は
、
学
習
指
導

要
領
的
な
も
の
、
講
義
計
画
書
、
演
習

指
導
書
等
の
作
成
を
候
補
と
し
て
あ
げ

た
。
講
師
を
ど
う
育
て
る
か
の
学
習
指

導
要
領
お
よ
び
講
師
養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
必
要
に
な
る
の
で
作
成
す
る
。

講
義
の
ど
の
章
も
新
た
な
講
師
が
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
属
人
性
が
あ

る
部
分
は
廃
止
す
る
。

講
義
計
画
書
、
文
字
化
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
等
は
、
順
次
12
月
か
ら
始
ま

る
講
師
養
成
研
究
会
で
議
論
を
深
め
、

確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
。

（注１）【19-08】日中知財教育比較―企業知財人が感じた両国の知財教育と私見―（その１） | SciencePortal China (jst.go.jp)
（注２）『山口大学は知財教育の伝道師となれるか？』日経ビジネス電子版 (nikkei.com)、
（注３）『知的財産教育について』、山口大学大学研究推進機構知的財産センター (yamaguchi-u.ac.jp)

（（株株））リリガガクク 弁弁理理士士 石石塚塚 利利博博

知
的
財
産
教
育
に
つ
い
て

知知財財戦戦略略
10

年
に
異
動
し
た
佐
田
洋
一
郎
教
授
が
、

日
本
初
の
全
学
知
財
教
育
を
平
成
25
年

に
開
始
し
た
。
佐
田
氏
と
は
懇
意
に
さ

せ
て
頂
い
て
い
て
お
り
、
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
た
と
直
接
伺
っ
て
い
る
。
国

立
大
学
の
改
革
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更

は
、
大
変
な
困
難
を
伴
う
た
め
で
あ
る
。

平
成
28
年
の
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
「
山
口
大

学
は
知
財
教
育
の
伝
道
師
と
な
れ
る

か
？
」
で
は
、
当
初
「
知
的
財
産
教
育

の
一
般
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材

が
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
」

と
の
記
載
が
あ
る
（
注
２
）
。

山山
口口
大大
学学
でで
のの
全全
社社
知知
財財
教教
育育
のの
発発
展展

山
口
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
特
別

経
費
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
分
）
「
全
学
生

に
対
す
る
知
財
教
育
実
質
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
」
を
受
け
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
全
学
部
（
８
学
部
）
の
１
年
生
全

員
（
約
２
千
人
）
に
対
し
て
知
財
教
育

の
必
修
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学

士
課
程
か
ら
大
学
院
に
至
る
知
財
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
整
備
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
山
口
大
学
で
は
、
文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
各
自
の
専
門
性
や
必
要

性
に
適
合
し
た
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識
や
そ
の
利
活
用
ス
キ
ル
を
社
会
の
発

展
に
役
立
つ
よ
う
に
駆
使
で
き
る
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
教

職
員
の
組
織
的
な
研
修
等
の
共
同
利
用

拠
点
（
知
的
財
産
教
育
）
」
に
認
定
さ

れ
た
。

現
在
で
は
、
山
口
大
学
の
教
育
資
源

等
を
共
同
利
用
し
て
、
全
学
必
修
化
は
、

５
大
学
、
地
方
協
力
は
９
大
学
、
山
口

大
学
モ
デ
ル
実
践
が
65
大
学
ま
で
拡
大

し
て
い
る
（
注
３
）
。

今
後
、
山
口
大
学
モ
デ
ル
が
、
更
に

拡
大
進
化
し
て
、
知
財
立
国
の
強
化
に

繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

現現
状状
とと
課課
題題

知
的
財
産
教
育
は
、
知
財
専
門
家
だ

け
で
な
く
、
発
明
者
や
経
営
者
等
の
専

門
家
以
外
の
教
育
が
知
財
立
国
強
化
の

た
め
に
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
日
本
は

技
術
、
特
許
で
勝
っ
て
事
業
で
負
け
る

と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
、
著
者

が
日
立
ハ
イ
テ
ク
在
職
時
に
、
新
入
社

員
（
累
計
２
か
ら
３
百
人
、
ほ
ぼ
有
名

大
学
卒
）
に
知
財
教
育
を
大
学
で
受
講

し
た
か
、
聞
い
た
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら

皆
無
で
あ
っ
た
。

一
方
、
韓
国
、
中
国
の
有
名
大
学
の

理
系
で
は
、
既
に
必
修
化
し
つ
つ
あ
り

韓
国
で
は
、
知
財
関
連
の
単
位
を
一
定

以
上
取
得
す
れ
ば
、
卒
業
証
書
等
に
明

記
す
る
か
、
認
定
書
を
授
与
し
て
就
職

に
も
有
利
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
、
知
財
立
国
は
、
経
済
発

展
の
た
め
重
大
な
国
家
戦
略
と
な
っ
て

い
る
。
温
家
宝
中
国
元
首
相
が
「
未
来

の
競
争
は
知
的
財
産
権
の
競
争
に
な
る

だ
ろ
う
」
（
筆
者
は
「
競
争
」
で
は
な

く
「
経
済
戦
争
」
と
置
き
換
え
た
方
が

適
切
と
思
っ
て
い
る
）
と
約
20
年
に
述

べ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
強
力
に

知
財
立
国
（
教
育
を
含
め
）
を
推
進
し

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
中
国
は
土
地
の
個
人
所
有
を
認
め

な
い
が
、
無
体
財
産
権
で
あ
る
知
的
財

産
権
の
個
人
所
有
を
認
め
る
こ
と
自
体

が
知
財
を
経
済
戦
争
の
重
要
な
手
段
と

考
え
て
い
る
と
思
わ
る
（
注
１
）
。

山山
口口
大大
学学
でで
のの
全全
社社
知知
財財
教教
育育
のの
開開
始始

当
大
学
で
は
、
特
許
庁
か
ら
平
成
16

山山口口大大学学のの全全社社知知財財教教育育のの進進化化とと他他大大学学へへのの拡拡大大

図図２２ ププロロジジェェククトトでで実実施施ししててききたたここととやや今今後後のの課課題題

西河技術経営塾の文字化プロジェクト

ププロロジジェェククトトでで実実施施ししててききたたここととやや今今後後のの課課題題
（1）西河技術経営塾のコンセプトや強みの整理
（2）塾の講師に求める知識や経験

をチェックリストに整理
（3）財務諸表から企業実態を知る手法の整理（進行中）
（4）ビジネススクールの経営人財育成方法の調査
（5）暗黙知になっている小平専務理事

の指導法の形式知化（進行中）
（6）新たな講師が教えられる

マニュアルの整備（進行中）
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や
知
的
な
レ
ベ
ル
、
素
養
な
ど
を
整
理

し
た
。
経
営
経
験
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
経

験
が
あ
り
、
経
営
学
の
研
究
に
取
り
組

む
研
究
者
と
し
た
。
併
せ
て
、
塾
の
講

師
に
な
る
た
め
の
知
識
や
経
験
が
必
要

か
を
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
に
整
理
し
た
。

◇
財財
務務
諸諸
表表
かか
らら
経経
営営
実実
態態
をを
知知
るる

塾
生
に
、
経
営
者
は
日
商
簿
記
３
級

レ
ベ
ル
の
知
識
が
必
要
で
あ
る
と
指
導

し
て
い
る
。
講
師
も
、
そ
の
レ
ベ
ル
の

知
識
は
必
要
で
あ
る
と
要
求
す
る
。

塾
生
の
会
社
の
過
去
５
年
間
の
財
務

諸
表
の
提
出
を
任
意
に
要
求
す
る
。
損

益
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
を
み
て
会
社

の
経
営
実
態
を
知
る
手
法
の
整
理
を
進

め
て
い
る
。

◇
ＭＭ
ＢＢ
ＡＡ
のの
経経
営営
人人
財財
育育
成成
法法

名
古
屋
商
科
大
学
の
矢
本
成
恒
教
授

を
訪
問
し
、
経
営
人
財
の
育
成
方
法
に

つ
い
て
情
報
交
換
を
行
っ
た
。
そ
の
内

容
は
、
前
号
で
『
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

で
の
経
営
者
育
成
』
と
題
し
て
報
告
済

「「文文字字化化ププロロジジェェククトト」」 2023.４～

み
で
あ
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｍ

Ｂ
Ａ
）
が
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
で
集
合
教

育
（
最
大
80
名
）
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
に
対
し
て
、
当
塾
で
は
、
最
大

7
名
程
度
の
個
別
教
育
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

少
数
で
あ
る
の
は
、
当
塾
の
強
み
で

も
あ
る
。
少
人
数
で
あ
る
た
め
塾
生
の

実
践
的
な
個
別
課
題
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
て
い
る
。
実
学
を
学
べ
る
。

◇
指指
導導
法法
のの
形形
式式
知知
化化

暗
黙
知
に
な
っ
て
い
る
小
平
専
務
理

事
の
指
導
法
の
形
式
知
化
に
今
ま
さ
に

取
組
ん
で
い
る
。
11
期
生
の
講
義
を

講
義
録
と
し
て
文
字
化
し
て
い
る
。

作
成
し
た
議
事
録
か
ら
講
義
計
画
書

と
し
て
文
章
化
を
進
め
て
い
る
。
演
習

に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
の

ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
の
書
籍
の
章
立
て
を

参
考
に
し
て
、
塾
が
取
り
組
ん
で
い
る

実
施
内
容
に
合
わ
せ
て
目
次
づ
く
り
を

進
め
た
。

◇
講講
師師
向向
けけ
ママ
ニニ
ュュ
アア
ルル
等等
のの
整整
備備

塾
講
師
に
な
る
に
は
、
技
術
経
営
学

を
構
成
す
る
形
式
知
を
ま
ず
学
ぶ
必
要

が
あ
る
。
講
師
が
担
当
す
る
講
義
は
何

か
。
そ
の
教
材
で
教
え
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
必
要

か
を
検
討
し
て
い
る
。

現
在
ま
で
の
検
討
で
は
、
学
習
指
導

要
領
的
な
も
の
、
講
義
計
画
書
、
演
習

指
導
書
等
の
作
成
を
候
補
と
し
て
あ
げ

た
。
講
師
を
ど
う
育
て
る
か
の
学
習
指

導
要
領
お
よ
び
講
師
養
成
マ
ニ
ュ
ア
ル

も
必
要
に
な
る
の
で
作
成
す
る
。

講
義
の
ど
の
章
も
新
た
な
講
師
が
教

え
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
属
人
性
が
あ

る
部
分
は
廃
止
す
る
。

講
義
計
画
書
、
文
字
化
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
ト
等
は
、
順
次
12
月
か
ら
始
ま

る
講
師
養
成
研
究
会
で
議
論
を
深
め
、

確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
く
。

（注１）【19-08】日中知財教育比較―企業知財人が感じた両国の知財教育と私見―（その１） | SciencePortal China (jst.go.jp)
（注２）『山口大学は知財教育の伝道師となれるか？』日経ビジネス電子版 (nikkei.com)、
（注３）『知的財産教育について』、山口大学大学研究推進機構知的財産センター (yamaguchi-u.ac.jp)

（（株株））リリガガクク 弁弁理理士士 石石塚塚 利利博博

知
的
財
産
教
育
に
つ
い
て

知知財財戦戦略略
10

年
に
異
動
し
た
佐
田
洋
一
郎
教
授
が
、

日
本
初
の
全
学
知
財
教
育
を
平
成
25
年

に
開
始
し
た
。
佐
田
氏
と
は
懇
意
に
さ

せ
て
頂
い
て
い
て
お
り
、
大
変
な
ご
苦

労
を
さ
れ
た
と
直
接
伺
っ
て
い
る
。
国

立
大
学
の
改
革
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
変
更

は
、
大
変
な
困
難
を
伴
う
た
め
で
あ
る
。

平
成
28
年
の
日
経
ビ
ジ
ネ
ス
「
山
口
大

学
は
知
財
教
育
の
伝
道
師
と
な
れ
る

か
？
」
で
は
、
当
初
「
知
的
財
産
教
育

の
一
般
向
け
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
や
教
材

が
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。
」

と
の
記
載
が
あ
る
（
注
２
）
。

山山
口口
大大
学学
でで
のの
全全
社社
知知
財財
教教
育育
のの
発発
展展

山
口
大
学
で
は
、
文
部
科
学
省
特
別

経
費
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
分
）
「
全
学
生

に
対
す
る
知
財
教
育
実
質
化
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
開
発
」
を
受
け
て
、
平
成
25
年
度

か
ら
全
学
部
（
８
学
部
）
の
１
年
生
全

員
（
約
２
千
人
）
に
対
し
て
知
財
教
育

の
必
修
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
学

士
課
程
か
ら
大
学
院
に
至
る
知
財
教
育

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
体
系
を
整
備
し
た
。
こ

の
よ
う
に
、
山
口
大
学
で
は
、
文
系
・

理
系
を
問
わ
ず
各
自
の
専
門
性
や
必
要

性
に
適
合
し
た
知
的
財
産
に
関
す
る
知

識
や
そ
の
利
活
用
ス
キ
ル
を
社
会
の
発

展
に
役
立
つ
よ
う
に
駆
使
で
き
る
人
材

育
成
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
27
年
文
部
科
学
大
臣
よ
り
「
教

職
員
の
組
織
的
な
研
修
等
の
共
同
利
用

拠
点
（
知
的
財
産
教
育
）
」
に
認
定
さ

れ
た
。

現
在
で
は
、
山
口
大
学
の
教
育
資
源

等
を
共
同
利
用
し
て
、
全
学
必
修
化
は
、

５
大
学
、
地
方
協
力
は
９
大
学
、
山
口

大
学
モ
デ
ル
実
践
が
65
大
学
ま
で
拡
大

し
て
い
る
（
注
３
）
。

今
後
、
山
口
大
学
モ
デ
ル
が
、
更
に

拡
大
進
化
し
て
、
知
財
立
国
の
強
化
に

繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

現現
状状
とと
課課
題題

知
的
財
産
教
育
は
、
知
財
専
門
家
だ

け
で
な
く
、
発
明
者
や
経
営
者
等
の
専

門
家
以
外
の
教
育
が
知
財
立
国
強
化
の

た
め
に
は
大
変
重
要
で
あ
る
。
日
本
は

技
術
、
特
許
で
勝
っ
て
事
業
で
負
け
る

と
言
わ
れ
て
久
し
い
。
し
か
し
、
著
者

が
日
立
ハ
イ
テ
ク
在
職
時
に
、
新
入
社

員
（
累
計
２
か
ら
３
百
人
、
ほ
ぼ
有
名

大
学
卒
）
に
知
財
教
育
を
大
学
で
受
講

し
た
か
、
聞
い
た
と
こ
ろ
残
念
な
が
ら

皆
無
で
あ
っ
た
。

一
方
、
韓
国
、
中
国
の
有
名
大
学
の

理
系
で
は
、
既
に
必
修
化
し
つ
つ
あ
り

韓
国
で
は
、
知
財
関
連
の
単
位
を
一
定

以
上
取
得
す
れ
ば
、
卒
業
証
書
等
に
明

記
す
る
か
、
認
定
書
を
授
与
し
て
就
職

に
も
有
利
と
な
っ
て
い
る
。

中
国
で
も
、
知
財
立
国
は
、
経
済
発

展
の
た
め
重
大
な
国
家
戦
略
と
な
っ
て

い
る
。
温
家
宝
中
国
元
首
相
が
「
未
来

の
競
争
は
知
的
財
産
権
の
競
争
に
な
る

だ
ろ
う
」
（
筆
者
は
「
競
争
」
で
は
な

く
「
経
済
戦
争
」
と
置
き
換
え
た
方
が

適
切
と
思
っ
て
い
る
）
と
約
20
年
に
述

べ
て
お
り
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
強
力
に

知
財
立
国
（
教
育
を
含
め
）
を
推
進
し

世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
な
っ
て
い
る
。

尚
、
中
国
は
土
地
の
個
人
所
有
を
認
め

な
い
が
、
無
体
財
産
権
で
あ
る
知
的
財

産
権
の
個
人
所
有
を
認
め
る
こ
と
自
体

が
知
財
を
経
済
戦
争
の
重
要
な
手
段
と

考
え
て
い
る
と
思
わ
る
（
注
１
）
。

山山
口口
大大
学学
でで
のの
全全
社社
知知
財財
教教
育育
のの
開開
始始

当
大
学
で
は
、
特
許
庁
か
ら
平
成
16

山山口口大大学学のの全全社社知知財財教教育育のの進進化化とと他他大大学学へへのの拡拡大大

図図２２ ププロロジジェェククトトでで実実施施ししててききたたここととやや今今後後のの課課題題

西河技術経営塾の文字化プロジェクト

ププロロジジェェククトトでで実実施施ししててききたたここととやや今今後後のの課課題題
（1）西河技術経営塾のコンセプトや強みの整理
（2）塾の講師に求める知識や経験

をチェックリストに整理
（3）財務諸表から企業実態を知る手法の整理（進行中）
（4）ビジネススクールの経営人財育成方法の調査
（5）暗黙知になっている小平専務理事

の指導法の形式知化（進行中）
（6）新たな講師が教えられる

マニュアルの整備（進行中）
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連連載載：：アアメメリリカカ経経済済史史にに学学ぶぶ 第第２２５５回回
（注４）

２
０
２
３
年
10
月
、
今
年
の
ノ
ー
ベ

ル
経
済
学
賞
に
経
済
史
家
の
ク
ラ
ウ

デ
ィ
ア
・
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
が
選
ば
れ
た
。

長
年
の
労
働
市
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン

ダ
ー
格
差
に
関
す
る
研
究
が
評
価
さ
れ

た
た
め
だ
。

計
量
経
済
史
の
手
法
を
い
ち
は
や
く

取
り
入
れ
、
労
働
参
加
率
や
男
女
の
進

学
率
、
初
婚
年
齢
、
男
女
の
賃
金
格
差
、

結
婚
期
間
な
ど
の
多
様
な
時
系
列
デ
ー

タ
を
集
め
て
、
ア
メ
リ
カ
経
済
発
展
に

お
け
る
女
性
の
就
業
率
の
変
化
を
明
ら

か
に
し
た
。

彼
女
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
労
働

市
場
に
お
け
る
過
去
一
世
紀
の
も
っ
と

も
大
き
な
変
化
が
女
性
の
経
済
的
進
出

で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
１
９
７
０
年
か

ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
の

女
性
労
働
参
加
率
は
43
％
か
ら
60
％
に

上
昇
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
は
こ
の
時

期
を
「
女
性
た
ち
の
静
か
な
革
命
」
と

呼
ん
だ
。
こ
う
し
た
女
性
の
労
働
参
加

率
の
上
昇
は
、
女
性
に
対
す
る
多
く
の

差
別
的
障
壁
が
取
り
除
か
れ
た
こ
と
、

女
性
の
家
族
や
職
業
決
定
へ
の
社
会
的

規
範
が
転
換
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

女
性
の
教
育
達
成
度
は
男
性
を
上
回
り
、

１
９
９
０
年
代
を
通
じ
て
こ
れ
ま
で
に

な
い
労
働
参
加
を
記
録
し
た
。

し
か
し
、
２
０
０
０
年
頃
か
ら
女
性

の
労
働
参
加
は
頭
打
ち
と
な
り
、
下
降

し
始
め
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
が
、
子

ど
も
や
高
齢
者
の
ケ
ア
需
要
の
増
加
で

あ
る
。
か
つ
て
に
比
べ
て
育
児
の
コ
ス

ト
は
高
ま
り
、
保
育
施
設
に
預
け
る
こ

と
も
容
易
で
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
は

と
く
に
低
所
得
層
に
大
き
な
負
担
と

な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
16
～
64
歳
ま
で

の
年
齢
の
人
々
に
対
す
る
65
歳
以
上
の

人
々
の
比
率
、
す
な
わ
ち
老
年
依
存
率

は
、
過
去
70
年
間
で
２
倍
以
上
と
な
り
、

高
齢
者
ケ
ア
の
需
要
も
同
時
に
拡
大
し

た
。
こ
う
し
て
子
ど
も
と
高
齢
者
の
両

方
の
ケ
ア
に
責
任
を
も
つ
「
サ
ン
ド

イ
ッ
チ
世
代
」
が
創
出
さ
れ
た
。
２
０

１
７
～
１
８
年
に
か
け
て
８
百
万
人
以

上
の
18
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
親
が
、

高
齢
者
の
ケ
ア
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の

多
く
は
母
親
で
あ
っ
た
。

も
っ
と
も
近
年
で
は
、
い
く
つ
か
の

州
や
都
市
で
、
労
働
者
の
た
め
の
有
給

休
暇
や
医
療
休
暇
を
提
供
す
る
法
律
が

で
き
、
ケ
ア
と
労
働
責
任
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
取
る
た
め
の
労
働
者
支
援
は
増
え

て
い
る
。
し
か
し
、
全
国
的
な
有
給
お

よ
び
医
療
休
暇
、
手
頃
な
価
格
で
の
育

児
支
援
、
そ
れ
ら
を
保
障
す
る
た
め
の

連
邦
労
働
法
は
整
備
さ
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
状
況
が
、
多
く
の
母
親
の
負

担
を
増
加
さ
せ
、
女
性
の
労
働
参
加
を

妨
げ
て
い
る
。
２
０
２
２
年
に
お
い
て
、

25
歳
か
ら
54
歳
ま
で
の
女
性
の
14
・

６
％
は
、
家
族
の
ケ
ア
の
た
め
に
労
働

参
加
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
（
注

５
）
。

ア
メ
リ
カ
で
ケ
ア
を
必
要
と
す
る
家

族
を
援
助
す
る
政
策
が
欧
州
や
ア
ジ
ア

諸
国
と
比
べ
て
貧
弱
な
こ
と
は
多
く
の

調
査
が
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
コ
ロ

ナ
禍
で
、
多
く
の
ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
は
そ

の
労
働
条
件
の
悪
さ
か
ら
離
職
し
、
深

刻
な
人
材
不
足
に
直
面
し
て
い
る
。

人
的
資
本
と
労
働
供
給
へ
の
投
資
を

重
視
す
る
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、
こ
の
難

局
を
乗
り
切
る
た
め
に
、
保
育
市
場
に

お
け
る
助
成
金
を
拡
充
す
る
構
え
だ
。

脆
弱
な
ケ
ア
の
公
的
投
資
や
環
境
改
善

が
、
女
性
の
労
働
参
加
を
再
び
上
昇
さ

せ
る
の
か
。
ゴ
ー
ル
デ
ィ
ン
が
示
し
た

20
世
紀
後
半
の
経
済
成
長
の
要
因
を
い

ま
一
度
、
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

編編集集後後記記

一一般般財財団団法法人人
アアーーネネスストト育育成成財財団団

案案内内

地地
方方
創創
生生
研研
究究
会会
８８
回回

12
月
８
日
に
日
本
経
済

大
学
大
学
院
の
森
下
あ
や

子
教
授
を
迎
え
て
地
方
創

生
研
究
会
を
開
催
す
る
。

講
演
し
て
頂
く
テ
ー
マ

は
「
長
寿
企
業
の
持
続
戦

略
・
地
域
密
着
の
洗
練
さ

れ
た
協
力
戦
略
」
と
題
し

て
行
う
。

評評
議議
員員
会会
のの
開開
催催

12
月
13
日
に
明
治
神
宮
内
フ
ォ
ー
テ

ラ
ス
明
治
神
宮
内
「
椎
」
の
間
に
て
第

12
期
定
時
評
議
員
会
を
開
催
す
る
。

西西
河河
技技
術術
経経
営営
塾塾
講講
師師
養養
成成
研研
究究
会会

12
月
６
日
に
第
１
回
の
研
究
会
を
開

催
す
る
。
講
座
構
成
、
講
師
に
求
め
ら

れ
る
要
件
等
を
議
論
す
る
。
西
河
洋
一

理
事
長
、
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
、
長

谷
川
一
英
、
小
坂
哲
平
、
松
井
美
樹
の

５
名
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。

技技
術術
経経
営営
人人
財財
育育
成成
セセ
ミミ
ナナ
ーー
第第
3300
回回

余
田
幸
雄
氏
を
講
師
に
３
月
15
日
に

財
団
内
で
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
か
ら
中

堅
企
業
へ
の
発
展
の
た
め
に
経
営
者
が

考
え
る
べ
き
も
の
、
野
中
郁
次
郎
「
知

的
機
動
力
の
本
質
・
ア
メ
リ
カ
海
兵
隊

の
組
織
論
的
研
究
」
が
示
唆
す
る
人
財

育
成
な
ど
」
と
題
し
て
開
催
す
る
。

（注４）明治大学政治経済学部専任講師・博士（経済学）
(注５）詳しくは、萩原伸次郎・大橋陽・下斗米秀之（翻訳）『米国経済白書2023』蒼天社出版、2023年、第1章と4章を参照のこと。

最
近
、
丸
の
内
の
東
京
會
館

で
、
現
代
の
名
工
で
あ
る
鈴
木

直
登
氏
の
日
本
料
理
を
頂
く
機

会
が
あ
り
ま
し
た
。
鈴
木
様
と

お
知
り
合
い
の
方
か
ら
の
ご
招

待
で
し
た
の
で
、
随
所
で
鈴
木

様
と
会
話
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
い
い
食
材
に
出
会
わ
な
け
れ
ば
、

い
い
料
理
は
で
き
な
い
」
「
食
器
、
今

は
全
て
自
分
で
は
や
ら
ず
に
皆
に
選
ば

せ
る
」
等
、
別
世
界
の
情
報
で
し
た
。

出
さ
れ
た
料
理
に
コ
ン
セ
プ
ト
が
あ

り
、
料
理
へ
の
想
い
が
分
か
る
と
、
ま

さ
に
現
代
ア
ー
ト
の
世
界
と
も
思
え
ま

し
た
。
料
理
に
込
め
る
心
遣
い
を
感
じ

て
食
事
を
し
、
楽
し
い
会
話
の
中
に
色

々
な
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

６
時
に
お
店
に
集
合
し
て
、
コ
ー
ト

を
着
せ
て
も
ら
い
店
を
出
て
時
計
を
見

た
ら
９
時
30
分
。
楽
し
い
会
話
の
中
か

ら
た
く
さ
ん
の
学
び
と
、
時
間
を
掛
け

た
心
の
こ
も
っ
た
感
動
の
日
本
料
理
を

美
味
し
く
味
わ
い
、
自
分
の
内
に
取
り

込
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

外
に
出
て
星
を
見
上
げ
、
高
い
と
こ

ろ
に
い
る
自
分
の
師
を
追
う
気
持
ち
に

な
り
ま
し
た
。
高
級
日
本
料
理
の
ほ
ん

と
う
の
価
値
が
理
解
で
き
ま
し
た
。

（
小
平
和
一
朗
専
務
理
事
）

労労働働市市場場ににおおけけるる男男女女のの格格差差 下下斗斗米米 秀秀之之

ゴゴ
ーー
ルル
デデ
ィィ
ンン
にに
学学
ぶぶ
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国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

が
２
０
２
３
年
４
月
26
日
に
発
表
し
た

「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
」
に
よ
れ
ば
、

日
本
の
総
人
口
は
２
０
２
０
年
の
１
億

２
６
１
６
万
人
か
ら
50
年
後
の
２
０
７

０
年
に
は
８
７
０
０
万
人
へ
と
３
割
ほ

ど
減
少
し
、
65
歳
以
上
人
口
の
割
合
は

28
・
6
％
か
ら

38
・
7
％
へ
と
上
昇

す
る
。
岸
田
政
権
が
「
異
次
元
の
少
子

化
対
策
」
を
掲
げ
る
の
も
、
人
口
減
少

に
よ
っ
て
経
済
規
模
が
縮
小
し
、
医
療

や
社
会
保
障
の
負
担
が
増
え
、
国
力
の

低
下
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る
た
め
だ
。

こ
の
将
来
推
計
人
口
は
５
年
ご
と
の
国

勢
調
査
に
合
わ
せ
て
公
表
さ
れ
る
が
、

前
回
の
推
計
よ
り
も
人
口
減
少
の
進
行

は
わ
ず
か
に
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
出
生

率
は
低
下
し
た
も
の
の
、
平
均
寿
命
が

伸
び
て
、
外
国
人
の
留
学
や
就
労
目
的

で
の
入
国
が
増
え
た
か
ら
だ
。
し
か
し

労
働
力
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
女
性
や

65
歳
以
上
の
高
齢
者
、
外
国
人
が
増
え

た
こ
と
で
就
業
者
数
を
維
持
し
て
い
る

が
、
２
０
７
０
年
の
生
産
年
齢
人
口
は

４
５
３
５
万
人
と
２
０
２
０
年
比
で
４

割
ほ
ど
減
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
先
進
国
の
中
で
珍
し
く
人
口

が
増
え
て
い
る
の
が
ア
メ
リ
カ
で
あ
る
。

２
０
１
９
年
に
国
連
が
公
表
し
た
世
界

人
口
予
測
で
は
、
２
０
５
０
年
に
お
け

る
ア
メ
リ
カ
の
人
口
は
3
億
７
９
４
２

万
人
、
２
１
０
０
年
に
は
４
億
３
３
８

５
万
人
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
が

移
民
の
増
加
で
あ
る
。
国
勢
調
査
に
よ

る
将
来
予
測
を
見
る
と
、
２
０
２
０
年

に
お
け
る
総
人
口
に
占
め
る
移
民
の
割

合
（
移
民
数
）
は
、
14
・
2
％
（
４
６

２
０
万
人
）
で
あ
る
が
、
２
０
６
０
年

ま
で
に
17
・
1
％
（
６
９
３
０
万
人
）

に
達
す
る
。
移
民
な
し
に
は
２
０
３
５

年
ま
で
に
労
働
人
口
は
１
０
０
０
万
人

以
上
失
わ
れ
る
と
い
う
試
算
も
あ
る
。

ま
ぎ
れ
も
な
く
ア
メ
リ
カ
の
労
働
力

不
足
を
補
っ
て
い
る
の
は
移
民
だ
。
２

０
６
０
年
ま
で
に
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に

か
わ
っ
て
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
移
民
が
最

大
の
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
に
な
る
と
い

わ
れ
る
。
高
度
な
技
術
や
専
門
性
を
持

つ
移
民
も
多
く
、
ア
メ
リ
カ
の
経
済
競

争
力
を
強
化
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

し
か
し
こ
の
移
民
増
加
に
よ
る
人
口

動
態
の
変
化
こ
そ
が
、
移
民
を
め
ぐ
る

ア
メ
リ
カ
社
会
の
「
分
断
」
を
生
み
出

し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。
バ
イ
デ
ン
政

権
に
入
り
、
ア
メ
リ
カ
が
移
民
に
寛
容

な
姿
勢
を
見
せ
た
こ
と
で
、
大
量
の
ヒ

ス
パ
ニ
ッ
ク
系
の
非
正
規
移
民
が
流
入

し
、
社
会
不
安
を
増
大
さ
せ
て
い
る
。

ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
系
移
民
は
白
人
よ
り
も

出
生
率
が
高
く
、
若
年
層
も
多
い
。
そ

の
た
め
２
０
４
５
年
に
は
白
人
は
総
人

口
の
50
％
を
下
回
る
と
見
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
将
来
不
安
が
、
反
移
民
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
を
生
み
出
し
た
。
Ｅ
Ｕ
諸
国
に
お

け
る
排
外
主
義
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
勢

力
の
台
頭
も
事
情
は
同
じ
だ
。

日
本
で
も
欧
米
諸
国
の
よ
う
に
、
移

民
や
外
国
人
の
受
け
入
れ
を
め
ぐ
る
混

乱
を
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か

し
、
す
で
に
多
く
の
在
留
外
国
人
が
日

本
経
済
の
重
要
な
担
い
手
と
な
っ
て
い

る
現
実
を
無
視
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
将

来
推
定
人
口
の
予
測
に
よ
れ
ば
、
日
本

で
も
２
０
６
６
年
に
は
総
人
口
の
１
割

を
外
国
人
が
占
め
る
こ
と
に
な
る
（
現

在
は
約
２
％
）
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
、

「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
の
外
国
人
労
働
者

の
受
入
れ
政
策
で
、
国
際
社
会
か
ら
非

難
を
浴
び
て
き
た
。
外
国
人
の
受
入
れ

規
模
や
処
遇
に
つ
い
て
は
、
法
整
備
を

含
め
て
慎
重
な
議
論
が
必
要
だ
。
こ
れ

か
ら
50
年
間
の
人
口
動
態
の
変
化
を
見

据
え
た
冷
静
な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
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人人口口減減少少社社会会のの行行方方をを考考ええるる


